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明
治
・

大
正
・

昭
和
前
期
の
災
害
と
防
災

第
一

一節

徳
島
市
の
治
水

1 

明
治
前
期
の
治
水
の
動
向

蜂
須
賀
氏
入
国
以
来
の
大
水
と
言
わ
れ
る
記
録
的
な
慶
応
2
（
1
8
6
6）

年
の
寅
の
大
水
か
ら
わ
ず
か
2
年
後
に
明
治

維
新
を
迎
え
た。

明
治
維
新
に
な
り
諸
事
旧
制
旧
態
を
改
め
る
と
い
う
気
風
が
満
ち、

吉
野
川
の
洪
水
に
関
し
て
も
受
け

身
で
あ
っ
た
沿
川
住
民
の
聞
に
も、

藩
政
時
代
の
末
期
頃
か
ら
よ
う
や
く
洪
水
を
防
御
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
た。

明
治
維
新
後

の
治
水
施
策

明
治
新
政
府
に
と
っ
て
も
治
水
は
重
大
な
施
策
で
あ
っ
た。

明
治
2
（
1
8
6
9）

年
8
月、

堤
防
・

橋
梁
お
よ
び
道
路
等
の
修
繕
は、

府
藩
県
へ
委
任
し
て
執
行
す
る
よ
う
に
な
り、

明
治
3
年
1
月
に
な
る
と
民
部
省
が
「
堤
防
修
理
等
ニ
関
ス
ル
仮
規
則」

を
定
め、

同
年

日
月
に、

土
木
司
か
ら
「
治
水
策
要
領」

と
い
う
建
策
が
提
出
さ
れ
た。

翌
4
年
2
月
に
は
改
正
し
た
「
治
水
条
目」

が
出
さ
れ
た。

同

年
7
月
に
は
民
部
省
が
廃
止
さ
れ
て
工
部
省
土
木
寮
に
移
管、

叩
月
に
は
大
蔵
省
土
木
寮
に
所
管
替
え
と
な
っ
た。

同
年
ロ
月
に
は、
「
治

水
条
目」

は
「
水
理
堤
防
条
目」

に
改
訂
さ
れ
た。

こ
の
よ
う
な
明
治
維
新
の
官
制
改
革
に
よ
り、

河
川
の
治
水
・

水
路
維
持
・

港
の
修

築
お
よ
び
道
路
・

橋
梁
の
修
繕
等
に
関
す
る
土
木
行
政
に
係
わ
る
制
度
は、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
を
重
ね
た。

明
治
叩
年
1
月
に
内
務
省

土
木
寮
が
土
木
局
と
改
称
さ
れ、

よ
う
や
く
土
木
行
政
の
組
織
が
固
ま
り、

こ
れ
以
後
内
務
省
土
木
局
は
第
2
次
世
界
大
戦
直
前
の
昭
和

日
（
1
9
4
1）

年
9

月
6
日
に、

国
土
局
（
河
川
課
・
道
路
課
・
港
湾
課）

と
改
称
さ
れ
た。

ま
た、

明
治
3
年、

国
土
保
全
上
か
ら
最
も
重
要
で
あ
る
河
川
の
直
轄
施
行
に
あ
た
り、

当
時
治
水
港
湾
で
最
高
の
技
術
水
準
に
あ
っ

た
オ
ラ
ン
ダ
の
技
術
者
雇
用
を
決
定
し、

5
年
に
は
フ
ァ
ン
・

ド
l
ル
ン
を
団
長
と
す
る
デ
・

レ
l
ケ
ら
技
師
団
が
来
日
し
た口

な
お
明
治
初
期
の
河
川
改
修
事
業
は
低
水
工
事
（
利
水
の
た
め
の
河
岸
工
事
や
河
床
の
波
諜
な
ど）

に
重
点
が
置
か
れ、

洪
水
対
策
に
関
す

る
嘆
願
が
数
多
殺
到
し
た
が、

明
治
新
政
府
の
成
立
後
ま
だ
日
も
浅
く、

国
家
財
政
基
盤
は
甚
だ
弱
く、

こ
れ
ら
を
逐
一

受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ず、

明
治
6
年
に
淀
川
の
測
量
調
査
に
着
手
し
た
の
み
で
あ
っ
た。

よ
う
や
く
同
8

年
に
淀
川
低
水
工
事
に
着
工
し、

わ
が
国

最
初
の
近
代
的
河
川
工
事
の
直
轄
施
工
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
。

次
い
で
8
年
に
利
根
川、

9

年
に
信
濃
川、

日
年
に
木
曽
川、

日
年
に

北
上
川
と
阿
賀
野
川、

同
年
に
富
士
川
と
庄
川、

げ
年
に
は
阿
武
隈
川
・

最
上
川
・

筑
後
川
そ
し
て
吉
野
川、

出
年
に
は
大
井
川
・

天
竜

．r

 

川
の
計
日
河
川
が
順
次
施
工
さ
れ
た。

た
だ
こ
れ
ら
の
工
事
は
い
わ
ゆ
る
低
水
工
事
を
主
と
し
た
も
の
で、

い
ず
れ
も
乱
射
流
の
激
し
い

と
こ
ろ
に
護
岸
工
や
水
制
工
を
施
工
す
る
局
部
的
な
河
身
（
湾
筋）

の
改
修
で、

高
水
防
御
を
含
む
統
一

的
な
全
体
計
画
に
よ
る
根
本
的

な
河
川
改
修
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た。
一

方
低
水
工
事
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め、

は
げ
山
に
砂
防
工
事
を
施
工
し
て
河
川
へ
の

徳島市の治水

流
出
土
砂
を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
る
よ
う
に
し
た。

吉
野
川
築
堤
と

明
治
5
年、

吉
野
川
に
お
い
て
左
右
両
岸
の
堤
防
築
造
の
大
計
画
が
企
画
さ
れ
た。

ま
ず
明
治
6
年
頃、

名
東
県
令
古

八
カ
村
堰
訴
訟

賀
定
雄
が
命
じ
て
西
条
（
阿
波
市
吉
野
町）

か
ら
下
流
佐
藤
塚
（
板
野
郡
上
板
町）

へ
か
け
て、

連
続
し
て
小
規
模
な
堤

防
を
築
か
せ
た。

吉
野
川
左
岸
の
上
板
町
高
志
付
近
は
多
く
の
河
跡
湖
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に、
吉
野
川
の
氾
濫
原
の
低
湿
地
で
あ
っ
た。

続
い
て
明
治
8

年、

吉
野
川
右
岸
の
川
島
町
城
山
（
岩
ノ
鼻）

か
ら
石
井
町
藍
畑
中
須
（
名
西
郡
石
井
町）

に
か
け
て
約
日
闘
の
連
続
堤

か

わ

は

ら

だ

が
完
成
し
た。

こ
の
堤
防
建
設
に
は、

桜
間
村
・

井
戸
村
・

西
高
輪
村
・

川
原
田
村
・

池
尻
村
・

観
音
寺
村
・

芝
原
村
・

日
開
村
・

東
高

こ

う

い
わ
の
ぷ

輪
村
・

花
園
村
・

府
中
村
・

北
岩
延
村
・

敷
地
村
（
全
て
現
国
府
町）

の
日
村
も
費
用
を
負
担
し
た
。

こ
の
連
続
堤
は
現
在
の
吉
野
川
本

川
の
右
岸
堤
防
で
は
な
く、

知
恵
島
堰
位
置
で
吉
野
川
か
ら
分
派
し
た
江
川
の
南
岸
を
通
り、

そ
こ
か
ら
連
続
し
て
当
時
の
東
覚
円
・

西

覚
円
の
北
側
に
堤
防
を
新
築
し、

八
ヵ
村
堰
が
新
堤
の
下
に
埋
め
ら
れ
た。

な
お
八
ヵ
村
堰
か
ら
下
流
の
堤
防
計
画
は、

当
初
神
宮
川
（
現
神
宮
入
江
川）

の
南
側
に
築
堤
す
る
案
と
東
覚
円
・

西
覚
円
の
北
側
に
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築
堤
す
る
案
が
存
在
し
た
。

728 

「
当
初、

県
か
ら
説
明
さ
れ
た
堤
防
位
置
は
江
川
同
様
に
神
宮
川
の
南
岸
の
案

で
あ
っ
た
が、

実
際
の
築
堤
は
東
覚
円
・

西
覚
円
の
北
側
の
案
で
行
わ
れ、

こ
の

築
堤
に
よ
り
対
岸
の
高
瀬
・

高
磯
と
の
川
幅
が
わ
ず
か
1
8
0
間
（
約
3
3
0
m）

で
上
下
流
に
比
べ
て
狭
除
と
な
っ
た
。

ま
た
知
恵
島
堰
を
締
切
ら
ず
に
八
ヵ
村
堰

の
み
を
締
切
っ
た
こ
と
で
洪
水
時
に
水
位
が
上
昇
し、

破
堤
氾
濫
の
恐
れ
が
あ

る
。
」

と
い
う
主
張
に
よ
り、

石
井
町
の
住
民
が
県
を
被
告
と
し
て
訴
訟
を
起
こ

し
た
。

こ
の
訴
訟
は、

八
ヵ
村
堰
訴
訟
と
呼
ば
れ
る
大
事
件
と
な
り、

原
告
の
住

民
側
が
大
阪
控
訴
院
で
敗
訴
し
た
が、
大
審
院
で
の
復
審
で
は
住
民
側
が
勝
訴
し、

大
阪
控
訴
院
の
判
決
が
棄
却
さ
れ、

東
京
上
等
裁
判
所
に
再
審
が
命
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
そ
の
後、

高
知
県
か
ら
の
独
立
運
動
と
重
な
っ

た
こ
と
や、

多
額
の
費
用
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
未
解
決
の
ま
ま
と
な
っ
た
（
写
真
1
4
8）
。

明
治
日
年
か
ら
第
十
堰
に
上
堰
の
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

第
十
堰
は
現
在
の
川
内
町
や
松
茂
町
・

鳴
門
市
な
ど
の

下
板
地
方
の
濯
瓶
の
た
め
に
築
か
れ
た
堰
で
あ
る
が、

吉
野
川
両
岸
に
連
続
堤
防
を
築
い
た
影
響
も
あ
っ
て
か、

別
宮
川
と
の
分
水
口
に
土
砂
が
堆
積
す
る
よ
う
に
な
り、

吉
野
川
北
川
筋
（
現
在
の
旧
吉
野
川）

へ
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
た
こ
と
か
ら、

上

堰
を
築
い
て
吉
野
川
北
川
筋
へ
の
流
れ
を
導
く
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
上
堰
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
明
治
ロ
年
4
月、

こ
れ
ま

北
新
居
村
他
9
村
の

第
十
堰
嵩
上
げ
要
望

で
第
十
堰
を
管
理
し
て
き
た
下
板
地
方
の
井
組
関
ヵ
村
浦
に
加
え
て、

名
東
郡
の
北
新
居
村・
南
新
居
村・
高
崎
村
（
以
上
現
徳
島
市
不
動）
・

東
黒
田
村
・

西
黒
田
村
・

佐
野
須
賀
村
・

北
岩
延
村
・

花
園
村
・

高
輪
村
（
以
上
現
徳
島
市
国
府
町）
・

姥
ヶ
島
村
（
現
板
野
郡
藍
住
町）

の

叩
ヵ
村
が、

第
十
堰
の
嵩
上
げ
計
画
に
対
し
て
費
用
を
負
担
し
よ
う
と
「
名
西
郡
第
十
村
用
悪
分
水
堰
組
合」

と
し
て
新
た
に
組
合
を
結

成
す
る
計
画
が
あ
っ
た
（
写
真
1
4
9）
。

本
来
第
十
堰
は
下
板
地
方
の
利
水
の
た
め
の
堰
で
あ
り、

宝
暦
3
（
1
7
5
3）

年
の
第
十
堰

建
設
当
初
は
お
ヵ
村
浦
が
井
組
を
組
織
し
第
十
堰
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
D

そ
の
後
井
組
に
加
入
す
る
村
浦
は
徐
々
に
増
え、

天
保
9
（
1
8
3
8）

年
か
ら

は
回
ヵ
村
浦
と
な
っ
た
。

し
か
し
吉
野
川
の
流
れ
が
変
化
し、

第
十
堰
直
下
に
当

た
る
佐
野
須
賀
村
以
東
の
村
々
は、

別
宮
川
ヘー
の
流
量
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
水

害
が
増
加
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
第
十
堰
が
嵩
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り、

吉
野

川
北
川
筋
へ
水
を
導
く
こ
と
で
水
害
を
減
ら
そ
う
と
い
う
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。

明
治
日
年
叩
月
に
は
「
第
十
井
組
連
合
村
会」

が
発
足
す
る
口

し
か
し、

こ

徳島市の治水

の
時
は
下
板
地
方
の
み
の
村
浦
で
組
織
さ
れ、

前
記
の
北
新
居
村
な
ど
の
村
落
の

名
は
見
え
ず、

第
十
堰
の
嵩
上
げ
を
目
的
と
し
た
「
名
西
郡
第
十
村
用
悪
分
水
堰
組
合」

は
実
現
し
な
か
っ
た
。

内
務
省
に
よ
る

八
カ
村
堰
訴
訟
か
ら
数
年
間
は
特
に
大
き
な
洪
水
も
な
く
平
穏
で
あ
っ
た
が、

上
流
か
ら
流
出
す
る
土
砂
の
堆
積
に

吉
野
川
直
轄
工
事

よ
り
河
床
が
次
第
に
高
く
な
っ
た
影
響
か
ら、

洪
水
の
度
に
堤
防
の
決
壊
や
無
堤
の
箇
所
は
浸
水
氾
濫
の
頻
度
が
高

く
な
っ
た
。

年
々
、

被
害
は
次
第
に
甚
大
と
な
り、

県
も
沿
川
住
民
の
苦
難
を
黙
視
す
る
訳
に
は
行
か
ず、

内
務
省
へ
陳
情
交
渉
の
末、

吉
野
川
に
対
し
固
と
県
と
が
協
力
し
て
抜
本
的
改
修
を
行
う
運
び
と
な
っ
た
。

わ
が
国
最
初
の
河
川
改
修
事
業
の
直
轄
施
行
と
な
っ
た
明

い
わ
ゆ
る
日
大
河
川
の
ひ
と
つ
と
し
て、

吉
野
川
低
水
工
事
の
直
轄
施
行
が
決
定
し

治
7
年
の
淀
川
低
水
工
事
に
遅
れ
る
こ
と
日
年、

た。
内
務
省
と
徳
島
県
の
施
工
分
担
は
低
水
工
事
と
堤
防
工
事
に
分
け
ら
れ
た
。

低
水
工
事
は、

旧
来
の
水
行
の
悪
い
箇
所
に
制
水
工
を
施

し、

舟
筏
通
行
が
よ
く
な
る
よ
う
に
河
身
の
改
修
を
行
う
工
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
低
水
改
修
に
関
す
る
工
費
は
全
額
国
費
よ
り
支
出
さ
れ

第一節

た。

ま
た
堤
防
工
事
は、

土
地
の
状
況
に
応
じ
て
旧
堤
よ
り
若
干
内
陸
側
へ
引
堤
し
た
り
堤
防
を
延
伸
し
た
。

こ
の
工
事
に
伴
う
費
用
は
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明
治
団
年
7
月、
内
務
省
土
木
局
吉
野
川
出
張
所
（
田
辺
儀
三
郎
所
長）
が
徳
島
市
富
田
浜
に
設
置
さ
れ
て、

低
水
工
事
と
砂
防
工
事、
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そ
れ
に
徳
島
県
土
木
部
施
工
の
堤
防
工
事
を
監
督
し
た。
内
務
省
土
木
局
は
明
治
団
年
7
月
よ
り
吉
野
川
測
量
に
着
手
す
る一
方、
島
惟

精
土
木
局
長
は、
土
木
局
御一
展
工
師
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ・
レ
l
ケ
G
S
RE
g
uo
河口町
立
に、
明
治

口
年
4
月
に
九
州
筑
後
川
視
察
に
旅
立
つ
際
に
四
国
の
吉
野
川
も
検
査
す
る
よ
う
命
じ
た。
デ・
レ
l
ケ
が
大
阪
か
ら
船
で
別
宮
口
に
あ
っ

た
古
川
港
に
到
着
し
た
の
は
同
年
6
月
ロ
日、

翌
日
か
ら
7
月
4
日
ま
で
の
幻
日
間、
内
務
省
土
木
局
の
宮
内
行
広
官
員
と
清
水
済
技
師

補・
岩
本
晴
之
県
土
木
課
長
と
御
用
掛
笠
井
愛
次
郎
を
随
行
し
て、
三
好
郡
の
上
流
部
ま
で
踏
査
し
た口
約
3
週
間
に
わ
た
っ
て
精
力
的

に
吉
野
川
流
域
を
巡
検
し
た
デ・
レ
l
ケ
は、

同
年
9
月
初
日
に
は
早
く
も
「
吉
野
川
検
査
復
命
書」
（
写
真
1
5
0・
1
5
1）
を
著
し、

お
日
に
島
土
木
局
長
に
提
出
し
た。

な
お
デ・
レ
l
ケ
は
わ
ず
か
3
週
間
の
踏
査
期
間
中
に
吉
野
川
の
洪
水
に
遭
遇
し
た。
「
該
川
（
吉
野
川〉
流
態
ニ
甚
太
シ
キ
変
化
ヲ
視

タ
リ。
当
初
ノ
水
位
ハ
頗
ル
卑
下
（
低
下）
ニ
シ
テ、
其
後
大
二
上
昇
ヲ
ナ
ス、
其
上
昇
ノ
極
六
月
二
十
八
日
ノ
知
キ
ハ
人
ヲ
シ
テ
恐
怖

セ
シ
ム
ル
ニ
堪
エ
タ
ル
洪
水
ト
ナ
リ、
之
カ
為
ニ
幾
多
ノ
人
命
ヲ
失
フ
ニ
至
レ
リ。
然
レ
ト
モ
我
ハ
却
テ
之
カ
為
ニ
此
川
ヲ
殊
異
ナ
ル
状

態
ニ
変
シ
テ
以
テ
之
ヲ
視
察
ス
ル
ノ
好
機
会
ヲ
得
タ
リ」
と
復
命
書
に
洪
水
時
の
吉
野
川

徳島市の治水第一節

に
対
す
る
デ・
レ
l
ケ
の
実
感
を
述
べ
て
い
る。

デ・
レ
1
ケ
が
調
査
し
た
吉
野
川
の
「
治
山
治
水
対
策」
に
も
と
づ
い
て、
明
治
時
年

2
月、
内
務
省
土
木
局
吉
野
川
出
張
所
は、

舟
運
の
便
な
ら
び
に
流
路
の
固
定
の
た
め
の

吉
野
川
低
水
工
事
に
着
手
し
た。
こ
れ
が
吉
野
川
直
轄
工
事
の
第一
歩
と
な
っ
た。
明
治

ω

年
度
以
降
日
ヵ
年
に
わ
た
る
継
続
事
業
と
し
て、
工
費
何
万
5
6
0
0
円
を
計
上
し
た。

こ
の
内
訳
は
国
費
ね
万
6
0
0
円、

県
費
辺
万
5
0
0
0
円、

政
府
は
低
水
工
事
を、

県

は
堤
防
工
事
を
負
担
し
て
工
事
に
着
工
し
た。

ま
た
明
治
初
年
に
は
総
工
事
費

内
万
9
5
8
8
円
の
叩
ヵ
年
計
画
を
策
定
し、

名
西
郡
第
十
村
（
現
名
西
郡

石
井
町
第
十）
よ
り
下
流
の
別
宮
川（
現
吉
野
川）
の
川
筋
改
良
工
事
を
進
め
た。

内
務
省
施
工
に
よ
る
低
水
工
事
と
徳
島
県
施
工
に
よ
る
堤
防
工
事
の
連
合

改
修
は、

明
治
問
年
2
月
名
西
郡
覚
円
村
（
現
名
西
郡
石
井
町
藍
畑）
か
ら
着

手
し
た。
そ
れ
は
前
年
破
堤
の
箇
所
の
復
旧
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
た
め、

当
面
の
応
急
対
策
を
画
策
し
て
の
着
手
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る。
ま
た

デ・
レ
l
ケ
の
復
命
書
に
お
い
て
も
「一
千
八
百
七
十
五
年
川
島
町
ノ
下
流

ニ
設
ケ
タ
ル
新
堤
防
ハ
大
ニ
害
ア
リ、
右
側
ノ
覚
円
堤
防
ノ
如
キ
ハ
最
之
ナ

リ。
（
中
略）
此
堤
防
築
設
法
ノ
過
失
ヲ
改
正
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
（
後
略）」
と、

明
治
8
年
に
築
い
た
覚
円
堤
防
の
撤
去
を
提
言
し
て
お
り、

築
堤
に
よ
り
狭

隆
と
な
っ
た
川
幅
を
非
難
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も、

治
水
対
策
の
最
重
要
箇

所
と
し
て
着
手
し
た
の
か
も
し
れ
な
い。

明
治
mw
年
7
月
mm
日
に
内
務
省
土
木
局
吉
野
川
出
張
所
は
第
五
区
土
木
監

督
署
と
改
称
さ
れ、
署
長
と
し
て
内
務
技
師
田
辺
儀
三
郎、

次
席
技
師
日
下

部
弁
二
郎
を
派
遣
し、

事
務
所
を
徳
島
市
上
助
任
村
富
田
浜
に
設
置
し
た。

こ
れ
と
同
時
に
徳
島
県
庁
で
は、

名
西
郡
西
覚
円
村
の
光
明
寺
の一
室
に
土

木
出
張
所
を
設
け、
吉
野
川
高
水
工
事
に
着
手
し
た。
こ
の
出
張
所
の
主
任

は
土
木
課
属
井
内
恭
太
郎
（
の
ち
名
西
郡
長、
麻
名
用
水
の
建
設
に
も
携
わ
る）、
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徳
島
県
の
施
工
に
よ
る
高
水
工
事
は、

明
治
問
年
に
計
画
が
決
定
し
た
が、

西
覚
円
村
の
引
堤
工
事
で
は
民
家
約
加
戸
が
堤

敷
や
堤
外
地
と
し
て
移
転
を
迫
ら
れ
た
。

明
治
初
年
3
月
に
は
家
屋
移
転
料
も
決
定
し、

住
民
も
こ
れ
を
承
諾
し
た
。

し
か

し
こ
の
後
に
お
い
て
も
住
民
か
ら
は
引
堤
工
事
の
延
期
願
い
が
出
さ
れ
る
な
ど
用
地
交
渉
は
難
航
し
た
（
天
野
家
文
書
・
写
真
1
5
2）
。

さ
ら
に
こ
の
引
堤
工
事
に
人
夫
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
重
な
り、

明
治
初
年
1
月
に
着
工
し
同
年
6
月
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
予
定
で

覚
円
騒
動

732 

あ
っ
た
引
堤
工
事
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

ま
た
内
務
省
が
施
工
し
た
沈
床
工
（
木
材
等
で
組
ん
だ
枠
に
石
を
詰
め
た
根
固
め）

は、

当
時
の
最
新
の
水
制
工
法
を
導
入
し、

徳
島
で
は

初
め
て
施
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が、

低
水
工
事
着
工
後、

航
行
す
る
舟
筏
な
ど
が
沈
床
工
に
接
触
し
転
覆
・

沈
没
す
る
な
ど
し
た
た

め、

沈
床
工
は
危
険
で
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
と
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
ん
な
中、

明
治
幻
年
7
月
担
目、

降
り
し
き
る
長
雨
の
影
響
で
吉
野
川
は
大
洪
水
と
な
り、

9
割
方
完
成
し
て
い
た
西
覚
円
の
新
堤

防
が
3
6
9
間
（
6
6
4
m
）

に
わ
た
り
決
壊
し
た
（
写
真
1
5
3）
。

こ
の

決
壊
に
よ
り
死
者
幻
人、

流
失
あ
る
い
は
潰
崩
人
家
1
1
6
戸、

5
6
0
余

人
が
住
家
を
失
っ
た
。

惨
害
は
板
野
郡
西
僚
須
賀
（
現
阿
波
市
吉
野
町）、

名

西
郡
瀬
部
か
ら
高
瀬、

下
六
僚
か
ら
佐
藤
塚
（
以
上
現
板
野
郡
上
板
町）

も
甚

大
な
被
害
を
被
っ
た
。

さ
ら
に
約
初
日
後
の
9
月
日
日
に
は
追
討
ち
を
か
け

る
洪
水
に
見
舞
わ
れ、

東
覚
円
の
堤
防
初
聞
が
決
壊
し、

次
い
で
西
覚
円
村

緑
地
区
の
切
れ
残
り
の
堤
防
初
余
聞
が
崩
壊
し、

居
宅
5
戸
と
先
の
洪
水
で

家
を
失
っ
た
人
た
ち
の
仮
小
屋
引
戸
が
流
失
す
る
な
ど
の
被
害
が
出
た
。

明

治
8
年
に
築
か
れ
た
覚
円
堤
防
に
よ
り
覚
円
村
と
対
岸
高
瀬
と
の
聞
の
川
幅

は
1
8
0
間
で、

当
時
破
堤
の
恐
れ
あ
り
と
騒
が
れ
て
い
た
。

四
年
に
内
務

省
が
川
幅
を
3
6
0
間
と
2
倍
に
す
べ
く
着
工、

そ
の
未
了
工
事
の
所
か
ら
破

堤
し
た
と
も
い
わ
れ
た
と
い
う。

そ
の
後、

こ
の
よ
う
な
大
惨
害
と
な
っ
た
の
は、

徳
島
県
土
木
課
の
引
堤
工

事
が
施
工
遅
延
し
て
い
た
う
え
に、

内
務
省
が
施
工
し
た
沈
床
工
が
原
因
で
あ

る
と
し
て、

覚
円
地
区
の
住
民
は
激
昂
し
て
暴
民
化
し、

荒
蕪
地
の
田
畑
の
買

い
上
げ、

損
害
金
の
下
付
な
ど
を
求
め
県
庁
へ
強
訴
す
る
覚
円
騒
動
と
呼
ば
れ

る
事
件
に
発
展
し
た
。

県
知
事
酒
井
明
は
被
害
民
の
窮
状
を
察
し
て
政
府
当
局
へ

救
済
を
乞
う
こ
と

4

勿
缶、
ホホ
u

色、

と
し、

麻
植
郡
川
田
村
（
現
吉
野
川
市
山
川
町
川
田）

出
身
の
芳
川
顕
正
内
務
次

官
．（
後
の
伯
爵
・
内
務
大
臣）

に
も
実
情
を
訴
え
る
者
が
あ
っ
て、

内
務
省
か
ら

覚
円
大
破
堤
救
済
工
事
費
と
し
て
7
万
円
が
下
付
さ
れ
た。

徳
島
県
で
も
明
治

幻
年
叩
月
回
目、

臨
時
県
会
を
聞
い
て
地
方
税
6
万
9
1
7
8
円
1
銭
7
厘
を

決
議
し
た
。

徳島市の治水

さ
ら
に
明
治
幻
年
叩
月
公
目、

徳
島
県
議
会
に
改
修
工
事
の
廃
止
に
関
す
る

建
議
が
上
呈
さ
れ、

議
論
は
お
お
む
ね
次
の
3
派
に
分
か
れ
た
。

強
硬
派
は
大

第一節

多
数
で
「
内
務
省
の
沈
床
工
が
破
堤
の
原
因
で
あ
る
と
し
て、

改
修
廃
止
要
請

論」

を
叫
ぴ、

中
間
派
は
小
数
で
「
改
修
工
事
が
害
を
し
た
と
し
て
も
廃
止
要

請
は
過
激
に
す、
ぎ
る、

設
計
変
更
の
要
請
が
よ
か
ろ
う」、

反
対
派
は
わ
ず
か

数
人
で
「
直
ち
に
論
断
す
る
は
早
計
で
あ
る
。

各
議
員
が
も
っ
と
研
究
す
る
の

733 
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が
よ
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た。

し
か
し
翌
辺
日
に
は、

強
硬
派
多
数
で
改
修
工
事
廃
止
が
決
議
さ
れ、
「
徳
島
県
民
一

般
の
利
害
に
関
し、

徳
島
県
会
の
決
議
を
以
て、

734 

現
時
執
行
中
に
係
る
吉
野
川
改
修
工
事
廃
止
の
義
を
建
議
す、

厚
く
実
地
の
現
態
を
審
按
せ
ら
れ、

偏
に
御
採
納
を
仰
ぎ
候
也
」

と
す
る

決
議
書
が、

徳
島
県
会
議
長
名
で
内
務
大
臣
山
県
有
朋
宛
て
提
出
さ
れ
た。

こ
れ
を
受
け、

内
務
省
で
は、

廃
止
と
い
わ
ず
中
止
と
し
て
お
く
の
が
よ
か
ろ
う
と
の
省
議
で、

吉
野
川
改
修
工
事
の
中
止
を
決
定
す

る
と
と
も
に、

第
五
区
土
木
監
督
署
は
速
か
に
広
島
へ
移
転
す
べ
し
と
命
じ
た。

こ
う
し
て、

内
務
省
が
吉
野
川
を
全
国
中
の
日
大
河
の

ひ
と
つ
と
し
て
重
要
視
し、

予
算
付
け
を
行
っ
た
吉
野
川
改
修
工
事
で
は
あ
っ
た
が、

見
る
べ
き
改
修
成
果
を
残
さ
ず
明
治
辺
年
7
月
に

中
止
に
至
る
こ
と
に
な
っ
た。

こ
の
こ
と
は
「
い
た
ず
ら
に
局
部
催
災
者
の
声
に
同
情
し
て
県
会
の
決
議
を
も
っ
て
中
止
を
建
議
し
た
事
は
軽
率
の
責
を
免
れ
な
い
」

（
徳
島
日
日

明
お
・
1
・
日）

と
の
記
事
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
大
き
な
後
悔
と
な
り、

明
治
お
年
に
県
下
を
襲
っ
た
大
水
害
を
始
め、

か
さ

む
治
水
費
・

土
木
費
に
音
を
あ
げ
た
県
お
よ
び
県
議
会
は
工
事
再
開
に
向
け
種
々
の
運
動
を
展
開
し
た
が、

明
治
お
年
に
吉
野
川
改
修
工

事
国
営
案
が
国
会
を
通
過
し、

翌
川初
年
に
改
修
工
事
に
着
手
さ
れ
る
ま
で
再
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た。

へ

名
東
郡
北
井
上
村
外
3
村
（
大
字
問
ヵ
村）

で
は
明
治
日
年
か
ら、

佐
野
塚
村
よ
り
東
黒
田
・

西
黒
田
・

北
新
居
を

覚
円
騒
動
の
余
波

い
の
お

経
て
高
崎
村
に
至
る
築
堤
お
よ
び
引
堤
工
事、

築
堤
工
事
に
よ
り
堤
防
敷
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
る
飯
尾
川
を
鮎
喰

川
左
岸
へ
掘
り
抜
く
流
路
変
更
を
同
時
に
計
画
し
て
い
た。

こ
の
村
々
で
は
明
治
6
年
ま
で
は
特
に
大
き
な
水
害
も
な
か
っ
た
が、

同
7

年
の
出
水
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
た口

こ
の
後、

岡
山
j
日
年
ま
で
は
毎
年
平
均
4
j
5
回、

向
付加
j
U
年
に
は
6
1
7
回、

問
団
年
7

回、

同
ω

年
8
回、

同
幻
年
叩
回、

同
辺
年
U
回、

同
お
年
目
回
と
年
々
の
水
害
の
増
加
に
悩
ま
さ
れ、

農
作
物
の
損
害
も
相
当
な
金
額

を
計
上
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た。

明
治
ロ
年
に
は
第
十
堰
を
嵩
上
げ
す
る
こ
と
に
よ
り
北
川
筋
へ
流
水
を
導
く
計
画
を
井
組
と
と
も
に

数
年
間
訴
え
た
が、

実
現
に
至
ら
な
か
っ
た。

明
治
時
年
頃
に
は
流
域
で
築
堤
論
が
起
こ
り、

有
志
の
奔
走
に
よ
り
翌
凶
年
に
吉
野
川
の

徳島市の治水第一節

内
務
省
直
轄
工
事
が
決
定
し、

こ
の
直
轄
工
事
で
第
十
堰
も
嵩
上
げ
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し、

幻
年
4
月
に
第
十
堰
分
水
工
事
費
2
万
1
2
0
0
余
円
の

内
2
0
0
0
円
を
支
出
し
た。

と
こ
ろ
が
幻
年
の
覚
円
堤
防
破
堤
の
た
め
改

修
工
事
が
中
止
と
な
り、

支
出
し
た
2
0
0
0
円
は
払
い
戻
さ
れ、

期
待
し

た
第
十
堰
の
嵩
上
げ
は
夢
へ
と
消
え
た
。

し
か
し、

北
井
上
村
外
3
村
は
勾
年
8
月
に
再
度
築
堤
を
上
願
し、

日
月

か
ら
翌
年
ロ
月
に
か
け
て
合
計
4
3
0
円
を
納
め、

引は
年
早
々
に
堤
防
工
事

の
計
画
が
完
了
し、

用
地
買
収
や
家
屋
移
転
等
の
協
議
も
成
さ
れ
工
事
の
認

可
を
待
つ
の
み
と
な
っ
て
い
た
。

明
治
お
年
7
月
に
は
関
係
村
組
合
会
を
開

い
て
堤
防
敷
地
の
買
収
費
と
南
新
居
・

北
新
居
村
の
境
の
飯
尾
川
の
掘
り
抜

き
工
事
費
を
全
額
自
費
（
地
元
負
担）

と
す
る
こ
と
を
決
定
し、

先
行
し
て

飯
尾
川
掘
り
抜
き
工
事
は
お
年
末
頃
に
は
完
了
し
て
い
た
（
写
真
1
5
4）
D

し
か
し
同
時
期、

板
野
郡
藍
園
村
徳
命
（
現
板
野
郡
藍
住
町）

を
始
め
栄
村

中
久
保
・

下
庄
（
以
上
現
板
野
郡
板
野
町）、

東
中
富
（
現
板
野
郡
藍
住
町）

な

ど
の
別
宮
川
対
岸
の
村
々
か
ら、

南
岸
の
み
築
堤
工
事
を
す
る
こ
と
に
対
し

て
反
対
説
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

こ
の
た
め
県
議
会
に
お
い
て
も

こ
の
築
堤
工
事
に
対
す
る
議
案
が
な
か
な
か
通
ら
ず、
「
名
東
郡
北
井
上
村

外
3
村
は
吉
野
川
筋
に
在
て
最
も
不
幸
の
村
な
り」
と
も
い
わ
れ
た。

な
お、

明
治
幻、

お
年
の
県
議
会
に
お
い
て
も
こ
の
築
堤
工
事
が
議
案
に
組
み
込
ま
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れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

。
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2 

吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事

吉
野
川
第
一

期
改

修
工
事
へ
の
流
れ

明
治
幻
（
1
8
8
8）

年
叩
月
の
臨
時
県
会
で
廃
止
を
決
議
し
た
吉
野
川
低
水
工
事
で
は
あ
っ
た
が 、

こ
の
改
修
工

事
に
よ
り
洪
水
被
害
の
軽
減
を
期
待
し
て
い
た
第
十
堰
よ
り
下
流
に
あ
た
る
板
野
郡
藍
園
村
・

栄
村
・

板
西
村
・

板

東
村
・

堀
江
村
・

応
榊
村
・

住
吉
村
の
7
村
長 、

別
宮
川
筋
の
名
東
郡
新
居
村
・

国
府
村
・

南
井
上
村
・

北
井
上
村
の
4
村
長
か
ら 、

お

年
ロ
月
に
は
改
修
工
事
継
続
の
建
議
書
が
提
出
さ
れ
た

。

明
治
お
年
に
は
慶
応
2
（
1
8
6
6）

年
以
来
の
大
水
と
い
わ
れ
る
大
洪
水
が
発
生
し
た

。

こ
の
水
害
に
よ
る
善
後
策
に
つ
い
て
県
会

が
聞
か
れ
た
が 、

水
害
復
旧
策
に
関
す
る
大
小
緩
慢
の
争
い
に
よ
り 、

結
果 、

県
会
の
解
散
に
至
っ
た 。

こ
の
水
害
を
中
心
に
吉
野
川
沿

川
で
は
洪
水
被
害
続
出
に
よ
り 、

吉
野
川
・

那
賀
川
を
始
め
と
す
る
堤
防
増
築
費
に
加
え
災
害
復
旧
費
も
嵩
み 、

地
方
経
済
を
圧
迫
す
る

よ
う
に
な
り 、

吉
野
川
改
修
中
止
は
誤
り
の
声
が
叫
ば
れ
始
め
て
い
た

。

明
治
初
年
日
月
初
日
の
県
会
に
お
い
て 、
「
五口
徳
嶋
県
地
方
経
済
は
年
一

年
に
困
難
の
度
を
高
め
つ
つ
あ
り
其
原
因
は
治
水
費
に
多
額

を
要
し
為
め
に
地
方
経
済
に
製
難
を
来
す
も
の
に
し
て
斯
の
知
く
推
移
す
る
と
き
は
他
の
万
般
の
仕
事
は
成
し
遂
ぐ
る
能
ざ
る
」
と
し
で 、

吉
野
川
全
体
の
制
水
工
・

護
岸
等
幹
流
支
流
全
部
に
通
じ
て
国
庫
の
支
弁
を
仰
ぐ
た
め 、

吉
野
川
治
水
費
に
つ
い
て
国
庫
支
弁
の
儀
を
本

会
よ
り
内
務
大
臣
に
建
議
す
る
こ
と
を
決
議
し
た

。

明
治
幻
年
に
一

方
的
と
も
い
え
る
吉
野
川
改
修
工
事
廃
止
を
建
議
し
た
県
会
で
は

あ
っ
た
も
の
の 、

内
務
省
は
お
年
末
に
は
国
費
に
よ
る
吉
野
川
改
修
工
事
を
内
諾
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り 、

翌
幻
年
に
は
県
と
内
務
省
で

吉
野
川
の
治
水
方
針
に
つ
い
て
協
議
が
始
ま
っ
た

。

ま
た 、

明
治
初
期
に
お
け
る
国
の
河
川
事
業
は
舟
運
路
を
整
備
す
る
た
め
の
低
水
工
事
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が 、

明
治
叩
年

代
か
ら
初
年
代
に
か
け
て
全
国
各
地
で
大
洪
水
が
相
次
い
だ
こ
と
な
ど
か
ら 、

お
年
に
開
会
さ
れ
た
第
1
回
帝
国
議
会
で
は 、

政
府
直
轄

に
よ
る
治
水
事
業
の
実
施
を
熱
心
に
要
望
し
て
い
た

。

お
年
に
は
日
河
川
の
治
水
に
つ
い
て
の
緊
急
施
行
が
建
議
さ
れ 、

吉
野
川
も
こ
の

日
河
川
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た

。

帝
国
議
会
で
の
運
動
の
結
果 、

政
府
は
明
治
mm
年
4
月
8
日
に
河
川
法
を
公
布
し 、

治
水
（
高
水
工
事）

に
対
す
る
国
庫
支
出
を
定
め
た

。

こ
の
結
果 、

重
要
な
河
川
に
つ
い
て
は 、

内
務
省
が
直
轄
管
理
す
る
こ
と
と
な
り 、

治
水
に
関
し
て
も

内
務
省
が
直
轄
施
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た

。

吉
野
川
で
は 、

3
8
0
0
円
余
り
の
測
量
費
が
帝
国
議
会
を
通
過
し 、

明
治
m

年
7
月
に
よ
う
や
く
測
量
が
開
始
さ
れ
た

。

ま
た
訂
年

3
月
比
日 、

内
務
大
臣
芳
川
顕
正
名
の
内
務
省
告
示
第
幻
号
に
お
い
て 、

公
共
の
利
害
に
重
大
の
関
係
あ
る
河
川
と
し
て 、

吉
野
川
筋
左

岸
徳
島
県
阿
波
郡
林
村・
右
岸
岡
県
麻
植
郡
川
田
村
以
下 、

海
に
至
る
迄
の
区
間
に
つ
い
て 、

4
月
1
日
よ
り
河
川
法
施
行
が
決
定
し
た

。

お
年
叩
月
に
は
別
宮
川
が
吉
野
川
派
川
と
し
て
認
定
を

明
治
mm
年
7
月
に
開
始
し
た
吉
野
川
の
測
量
も
明
治
犯
年
に
よ
う
や
く
完
了
し 、

受
け 、

別
宮
川
も
内
務
省
の
直
轄
管
理
と
な
っ
た

。

こ
れ
を
機
に
本
格
的
に
吉
野
川
改
修
設
計
が
開
始
さ
れ 、

例
年
7
月
に
改
修
費
の
概
算
工
事
費
約
8
0
0
万
円 、

8
ヵ

年
継
続
事
業
と

し
て
発
表
さ
れ
た

。

お
年
7
月
に
は
第
五
区
土
木
監
督
署
（
署
長
沖
野
忠
雄）

に
よ
り 、

第
一

期
改
修
工
事
の
基
本
計
画
と
な
る
「
吉
野

川
高
水
防
御
工
事
計
画
意
見
書」

が
策
定
さ
れ 、

徳
島
県
民
が
長
く

待
ち
望
ん
で
い
た
吉
野
川
の
直
轄
高
水
工
事
の
施
行
が
本
決
ま
り
と

徳島市の治水

な
っ
た 。

吉
野
川
高
水
防
御
工
事
計
画
意
見
書
で
は 、

第
十
堰
よ
り
下
流
に
お
い
て
は 、

別
宮
川
筋
を
主
流
路
と
し
て
計
画
さ

吉
野
川
高
水
防
御

工
事
計
画
意
見
書

れ 、

そ
の
川
帽
を
第
十
堰
直
下
で
4
0
0
間
（
7
3
0
m
） 、

河
口
で
8
0
0
間
（
1
4
6
0
m
）

と
広
げ 、

計
画
高

水
流
量
は 、

明
治
初
年
9
月
の
大
洪
水
を
対
象
と
し
て
水
理
計
算
に
よ
り
毎
秒
閃
万
立
方
尺
（
1
万
3
9
0
0
ぱ）

と
設
定
し
た

。

こ
の
う

ち
4
／
5
に
当
た
る
毎
秒
羽
万
立
方
尺
（
1

万
1
1
2
0 3m）

を
別
宮
川
に
流
下
さ
せ 、

そ
し
て
残
り
1

／
5
の
叩
万
立
方
尺
（
毎
秒

2
7
8
0
ぱ）

を
旧
吉
野
川
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
と
し
た

。

こ
の
時
の
吉
野
川
の
計
画
高
水
流
量
は 、

全
国
の
他
河
川
と
比
べ
て
も
極
め

第一節
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て
大
き
く、

次
に
大
き
か
っ
た
木
曽
川
で
も
毎
秒
お
万
4
0
0
0
立
方
尺
（
7
3
5
03m）

と
吉
野
川
の
半
分
程
度
で
あ
っ
た。

738 

こ
の
計
画
に
お
け
る
工
事
予
算
8
0
0
万
円
の
内、

用
地
買
収
お
よ
び
家
屋
の
補
償
費
で
2
8
0
万
円
余
り、

備
品
費
約
1
9
0
万
円、

凌
深
費
約
1
0
0
万
円、

堤
防
費
約
1
4
0
万
円
が
計
上
さ
れ、

ー
／
3
余
り
が
補
償
費
で
あ
っ
た。

用
地
費
の
大
半
は
別
宮
川
筋
で
あ

り、

こ
の
地
域
一

帯
は
藍
畑
で、

土
地
の
価
格
は
米
作
地
に
比
べ
て
大
変
に
高
価
で
あ
っ
た。

こ
の
頃
は
人
造
藍
の
輸
入
と
水
害
の
頻
発

に
よ
っ
て
藍
作
の
盛
況
が
衰
え
か
け
て
い
た
も
の
の、
土
地
の
価
格
を
下
げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た。

備
品
費
の
主
な
種
目
は、

掘
撃
機
汽
関
車
（
掘
削
機）、

土
運
車、

レ
ー
ル、

枕
木、

渡
諜
船、

曳
船、

土
運
船、

ド
コ
l
ピ
ル
土
運
車
と
そ
の
レ
1
ル、

そ
の
他
も

ろ
も
ろ
の
土
木
工
事
機
械、

こ
れ
ら
の
機
械
の
修
繕
費
と
運
搬
費
で
あ
っ
た。

改
修
の
主
要
な
工
事
区
域
は、

別
宮
川
筋
1
7
4
万
坪
（
5
7
4
M）、

上
流
初
万
坪
（
mm
凶）、

合
計
2
0
0
万
坪
（
6
6
0
M）

を
超

え
る
大
工
事
で
あ
っ
た。
こ
の
大
工
事
に
対
し
て
人
力
に
依
存
す
る
こ
と
は
せ
ず、
進
歩
し
た
機
械
施
工
に
期
待
す
る
こ
と
が
当
然
で
あ
っ

た。

陸
上
の
凌
諜
は
掘
撃
機
で
掘
り、

汽
車
・

土
運
車
で
運
搬
す
る。

水
中
の
波
深
は、

波
深
船
を
使
用
し
て
掘
り、

土
運
船
で
土
を
運

搬
す
る。

上
流
に
お
け
る
工
事
は、

大
部
分
が
旧
堤
の
嵩
置
（
補
強）

工
事
で
あ
っ
て、

主
と
し
て
人
力
に
頼
り
ド
コ
l
ピ
ル
土
運
車
を

使
用
し
て
施
工
す
る
も
の
で
あ
っ
た。

ま
た、

第
一

期
改
修
工
事
の
計
画
書
で
あ
る
吉
野
川
高
水
防
御
工
事
計
画
意
見
書
で
は、

第
十
堰
か
ら
河
口
ま
で
と、

第
十
堰
か
ら
西

林
（
岩
津）

に
二
分
し、

改
修
計
画
の
骨
子
を
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る。

第
十
堰
j
河
口
ま
で
の
工
事
で
は、

吉
野
川
の
最
大
流
量
を
切
万
立
方
尺
と
し、

別
宮
川
を
分
派
さ
せ
た
後
の
吉
野
川
本
流
は
わ
ず
か

叩
万
立
方
尺
を
流
す
だ
け
の
川
幅
し
か
保
て
て
い
な
い
た
め、

吉
野
川
本
流
の
流
量
よ
り
過
剰
の
分
は、

第
十
堰
を
乗
り
越
え
て
一

気
に

別
宮
川
に
流
れ
落
ち
て
い
る。

別
宮
川
に
も
一

定
の
堤
防
が
な
く、

流
量
に
対
す
る
川
幅
も
な
い
た
め、

多
量
の
流
量
は
別
宮
川
を
流
心

と
し
て
両
岸
地
域
を
浸
水
さ
せ
て
海
に
流
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る。

吉
野
川
本
流
は、

屈
曲
・

迂
回
し
て
川
幅
狭
く
十
分
に
流
量
を
流
下
さ
せ
る
の
が
困
難
で
あ
り、

叩
万
立
方
尺
だ
け
を
流
す
こ
と
に
と

ど
め、

別
宮
川
と
の
分
水
口
に
は
印
間
（
引
m）

の
航
路
を
残
し
て
石
堤
洗
堰
に
よ
る
水
制
工
事
を
施
工
し、

ニ
れ
よ
り
下
流
は
現
状
の

ま
ま
と
す
る。

別
宮
川
は、

吉
野
川
本
流
の
方
向
に
直
行
し
て
海
に
流
入
し、

川
幅
も
広
く
本
川
の
様
相
を
呈
し、

勾
配
も
1
／
2
0
0
0
と
急
で
あ

り、

改
修
し
て
洪
水
を
放
流
さ
せ
る
の
に
は
最
適
の
流
路
で
あ
る。

こ
の
た
め
第
十
の
分
水
口
に
お
い
て
川
幅
4
0
0
間
（
7
2
7
m）、

河
口
で
8
0
0
間
（
1
4
5
5
m）

と
す
る。

こ
の
川
幅
で
規
定
流
量
（
却
万
立
方
尺）

に
不
足
す
る
箇
所
は
掘
削
を
行
う。

堤
防
高
は
洪

水
時
の
水
面
上
約
l
間
半
（
2
・
7
m）

と
し、

堤
防
天
端
幅
は
4
間
（
7
・
3
m）

に
し
て
法
面
勾
配
は
3
割
で
築
堤
す
る。

別
宮
川
の
分
水
口
に
あ
る
第
十
堰
は、

堰
の
上
下
流
に
著
し
い
高
低
差
を
生
じ
て
お
り、

撤
去
す
れ
ば
上
流
の
河
床
低
下
の
懸
念
が
あ

る
た
め、

現
形
の
ま
ま
で
残
す
も
の
で
あ
る。

徳
島
市
は
洪
水
氾
濫
区
域
に
属
し
て
お
り、

こ
の
区
域
の
氾
濫
を
取
り
除
く
の
が
工
事
計
画
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り、

新
町
川
が

別
宮
川
と
分
岐
す
る
場
所
に
樋
門
を
設
置
し、

平
時
に
は
流
水
と
船
舶
の
通
行
に
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
し、

洪
水
時
に
は
一

時
的
に
こ

れ
を
閉
鎖
す
る
施
設
を
設
置
す
る。

別
宮
川
と
榎
瀬
江
湖
川
と
の
合
流
点
に
も
新
町
川
と
同
様
の
樋
門
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
（
折
込

図
お）
。

ま
た
第
十
か
ら
西
林
ま
で
の
工
事
で
は、

第
十
よ
り
上
流
の
西
覚
円
に
至
る
1
里
半
（
5
・
9
M）

の
間
は、

以
前
改
修
し
た
規
則
正

徳島市の治水

し
い
堤
防
が
川
幅
3
6
0
間
（
7
0
9
m）

で
整
備
済
み
で
あ
る。

西
覚
円
よ
り
上
流
は、

左
岸
は
西
条
村
で
切
れ、

右
岸
は
霞
堤
で
切

れ
切
れ
と
な
っ
て
西
林
ま
で
至
る。

日
開
・

大
久
保
・

伊
沢、

上
流
の
曽
江
谷
な
ど
か
ら
土
砂
が
押
し
流
さ
れ
て
堆
積
し、

年
々
川
底
を

埋
め
て
い
る。

こ
の
た
め、

現
在
の
堤
防
高
は
洪
水
時
の
水
位
に
1
尺
（
0
・
3
m）

余
り
し
か
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

そ
こ
で
こ
の
区

間
は
明
治
初
年
9
月
の
洪
水
時
の
水
位
上
ほ
ぼ
叩
尺
（
3
m）

を
基
準
に
一

斉
に
嵩
上
げ
す
る
も
の
で
あ
る。

西
林
か
ら
下
流
は、

広
い
箇
所
は
2
里
（
7
・
9
旬、

善
入
寺
島
で
本
流
が
二
分
し、

そ
の
下
流
の
川
幅
は
半
里
（
2
M）

と
な
り、

739 

第一節

善
入
寺
島
の
上
流
側
の
堤
防
は、

洪
水
位
の
上
昇
を
も
た
ら
し
て
両
岸
に
害
を
与
え
る
ば
か
り
か、

そ
の
上
流
の
河
床
の
埋
没
が
甚
だ
し

徳島市史　第六巻　戦争編・治安編・災害編



あ
る。
い。
こ
れ
ら
の
障
害
を
軽
減
す
る
た
め
全
島
を
買
収
し
て
河
川
敷
と
な
し
遊
水
地
帯
と
し、
堤
防
そ
の
他
の
障
害
物
を
除
去
す
る
も
の
で

740 

西
林
村
字
岩
津
は
自
然
の
狭
陰
地
で
あ
る
が、
上
流
の
遊
水
地
帯
の
川
幅
の
広
さ
が
遊
水
の
働
き
を
大
い
に
助
け
て
い
る
D

西
林
地
区

は、
吉
野
川
沿
岸
北
部
の
の
ど
も
と
に
あ
た
る
商
業
隆
盛
地
で
あ
る
の
に、
後
方
に
凹
地
が
あ
り
こ
こ
か
ら
洪
水
が
浸
水
し、
下
流一
帯

の
耕
作
地
に
被
害
を
与
え
て
い
る。
こ
の
た
め、
こ
の
凹
所
を
横
断
し
て
締
切
り
堤
を
築
造
す
る
も
の
で
あ
っ
た。

吉
野
川
改
修
工
事
開

吉
野
川
高
水
防
御
工
事
計
画
意
見
書
が
作
成
さ
れ
て
約
4
年、
様
々
な
調
査
を
重
ね、
明
治
犯
年
に
「
吉
野
川
改

始
と
費
用
賦
課
問
題

修
工
事
国
営
案」
が
国
会
を
通
過
し、
明
治
羽
年
4
月
5
日
内
務
省
告
示
第
必
号
に
よ
り
「
河
川
法
第
8
条
に
よ

り
本
年
度
よ
り
吉
野
川
左
岸
阿
波
郡
西
林
村、
右
岸
麻
植
郡
川
田
村
以
下、
海
に
至
る
区
域
の
工
事
を
施
行
す
る」
と
発
表
さ
れ
た。
こ

れ
に
よ
り、
明
治
ω

年
度
か
ら
はω
ヵ
年
継
続
事
業
と
し
て、
い
よ
い
よ
改
修
工
事
が
本
格
的
に
始
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た。
吉
野
川
改
修

そ
の
内
5
9
2
万
5
0
0
0
円
が
国
費、
残
り

工
事
は
政
府
直
営
の
国
費
で
支
出
す
る
の
で
あ
る
が、
総
工
費
8
0
0
万
円、

2
0
7
万
5
0
0
0
円
が
県
費
の
負
担
と
し
た。

初
年
度
と
な
る
ω

年
度
の
吉
野
川
改
修
費
は
必
万
円
が
割
り
当
て
ら
れ
た
が、
県
は
お
万
4
7
6
4
円
の
負
担
が
必
要
と
な
り、
こ
の

額
は
県
の
歳
入
予
算
の
約
半
額
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
q
た。
こ
れ
を
期
に、
県
会
で
は
こ
の
改
修
費
の
支
出
方
法
に
つ
い
て
意
見
が
二

分
す
る
こ
と
に
な
っ
た。
改
修
に
よ
る
利
益
の
大
小
に
よ
り
不
均一
賦
課
と
す
る
案、
県
内
利
益
関
係
な
く
均一
と
す
る
案
で
あ
っ
た。

不
均一
派
は
吉
野
川
不
均一
同
志
会、
均一
派
は
吉
野
川
改
修
費

賦課
均一
同
盟
会
を
結
成
し、
そ
れ
ぞ
れ
の
派
で
毎
日
の
よ
う
に
協
議

や
運
動
が
繰
り
返
さ
れ、
県
会
に
お
い
て
も
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た。
同
年
6
月、
谷
口
留
五
郎
知
事
が
県
参
事
会
に
不
均一
賦
課
案
を

提
出
し、
不
均一
賦
課
が
決
定
し
た
が、
そ
の
賦
課
率
に
つ
い
て
も
県
会
で
議
論
を
呼
ぴ、
こ
の
問
題
が
完
全
に
収
束
す
る
ま
で
に
約
2

年
の
月
日
を
要
し
た。

明
治
ω

年
か
ら
仏
年
ま
で
の
5
年
間
は、
施
行
準
備
の
期
間
に
充
て
ら
れ、
川初
年
叩
月
よ
り
土
地
収
用
事
務
を
開
始
し、
必
年
度
ま
で
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図23 明治 34 年吉野川改修計画平面図（徳島市域抜粋）
上図は当時の計画を示した平面図（明治34年作成）に着色したもの。改修以前の別宮川の流路や用地買収で広大な土地が河川敷地となったことが確認できる。また、吉野川本流側で
あった別宮川との分水口の石堤洗堰の計画（後に計画変更により第十堰樋門及ぴ第十運河が建設され、この堰の建設はなくなる）、．榎瀬江湖川樋門、新町川樋門も確認できる。
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に
用
地
の
大
部
分
の
買
収
を
完
了
す
る
と
と
も
に、

改
修
事
務
所
お
よ
び
機
械
工
場
を
徳
島
市
に
開
設
し
た
D

さ
ら
に、

測
量
そ
の
他
の

を
挙
げ
て
い
よ
い
よ
工
事
の
着
手
に
た
ど
り
着
い
た
。

諸
調
査
を
実
施
し、

土
工
機
械
の
整
備
を
図
る
等
の
諸
般
の
準
備
を
進
め
た
後、

必
年
5
月
お
日
に
上
助
任
機
械
工
場
に
お
い
て
起
工
式

明
治
必
年
ロ
月、

第
一

期
改
修
工
事
の
準
備
期
間
を
終
え、

島
県
会
に
お
い
て
第
十
堰
の
撤
去
問
題
が
論
議
さ
れ
始
め
た
。

県
議
会
に
お
い
て、

治
水
・

舟
運
な
ど
の
問
題
か
ら

議
論
さ
れ、

そ
の
撤
去
を
望
む
声
も
強
か
っ
た
が、

大
正
4
（
1
9
1
5）

年
2
月
に
は
第
十
堰
の
存
置
を
決
定
し
た
。

ま
た
撤
去
問
題
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
4
年
間
で
あ
っ
た
が、

明
治
例
年
と
大
正
元
年
に
第
十
堰
分
派
口
の
埋
没
に
よ
り
2
度
の
凌
諜
工

改
修
計
画
の
変
更

い
よ
い
よ
工
事
に
着
手
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
が、

徳

事
を
行
っ
て
い
る
。

波
深
工
事
に
は、
そ
の
都
度
1
万
円
を
要
し、
県
費
の
負
担
と
な
っ

か
ん
が
い

て
い
た
。

第
十
堰
か
ら
の
濯
概
用
水
を
利
用
す
る
板
野
郡
通
常
郡
会
で
は、

大
正
4
年

1
月、

現
在
の
分
派
口
を
変
更
し
上
流
の
板
名
用
水
路
引
入
口
よ
り
六
候
樋
門
に
至
る

間
に
お
い
て
分
派
口
を
設
け
る
と
し
た
第
十
分
派
意
見
書
を
ま
と
め、

こ
れ
を
内
務
大

臣
に
提
出
し
た
。

県
と
し
て
も
大
正
4
年
2
月
に
決
定
し
た
第
十
堰
存
置
と
同
時
に、

徳島市の治水

分
水
点
よ
り
上
流
下
六
僚
の
閉
門
付
近
よ
り
栄
村
方
面
に
左
岸
を
斜
め
に
8
0
0
聞
の

運
河
を
開
削
し、

濯
概
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
れ
を
受
け、

内
務
省

に
お
い
て
も
同
年
7
月
以
降、

変
更
に
対
す
る
協
議
を
重
ね、

翌
5
年
8
月
頃
に
は
吉

第一節

野
川
運
河
開
削
工
事
と
し
て、

お
お
む
ね
変
更
設
計
書
を
と
り
ま
と
め、

こ
こ
に
第
十

運
河
と
第
十
樋
門
の
工
事
が
決
定
し
た
。

こ
の
設
計
変
更
時
に
は、

出
水
時
に
第
十
樋

門
を
閉
め
切
り、

計
画
高
水
流
量
毎
秒
印
万
立
方
尺
（
1
万
3
9
0
0
ぱ）

の
内、

日
万

立
方
尺
（
2
7
8
0
ぱ）

が
吉
野
川
本
川
筋
で
負
担
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
も
の
を、

741 
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ω

万
立
方
尺
す
べ
て
を
別
宮
川
筋
に
流
下
さ
せ
る
よ
う
に
も
変
更
さ
れ
た 。

ま
た
吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
で
は

第
十
堰
か
ら
下
流
の
別
宮
川
の
整
備
に
重
点
が
置
か
れ

第
十
堰
か
ら
上
流
の
区
間
で
は 、

当

742 

初
の
計
画
に
お
い
て
吉
野
川
左
岸
の
柿
原
村
お
よ
び
右
岸
の
川
島
町
か
ら
下
流
の
堤
防
は
拡
張
・

補
強
を
行
う
の
み
で
あ
っ
た 。

堤
防
が

築
か
れ
て
い
な
か
っ
た
箇
所
に
お
い
て
も 、

上
流
で
は
西
林
の
集
落
の
裏
側
に
築
堤
す
る
と
い
う
こ
と
以
外
に
計
画
が
な
か
っ
た 。

そ
こ
で

下
流
部
の
改
修
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら

上
流
の
無
堤
部

第
一

期
改
修
工
事
の
進
行
中 、
次
第
に
上
流
の
堤
防
が
な
い
地
域
が
洪
水
に
際
し
て
氾
濫
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
浮
上
し
た 。

に
つ
い
て
も
堤
防
を
新
設
し 、

さ
ら
に
右
岸
の
川
田
川
を
改
修
す
る
計
画
を
追
加

し
た 。

こ
の
追
加
計
画
は 、

大
正
8
年
4
月
に
決
定
さ
れ
た
が 、

不
景
気
の
影
響

と
重
な
っ
て
1
3
9
万
円
の
増
額
と
工
期
も
4
ヵ
年
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た 。

さ
ら
に
日
年
度
に
は
初
万
円 、
ロ
年
度
に
1
8
2
万
6
2
8
5
円
を
増
額
し 、

結
果
総
工
費
1
2
0
1

万
6
2
8
5
円
で
進
行
し
た 。

ロ
年
9
月
に
は
関
東
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
経
費
縮
減
の
余
波
を
受
け
て 、
さ
ら
に
1
ヵ
年
の
延
伸
と
な
り 、

同
年
度
の
竣
工
予
定
で
は
あ
っ
た
も
の
の 、

護
岸
補
修
や
新
堤
手
入
れ
な
ど
の
残

工
事
完
成
の
た
め
に 、

開
始
か
ら
初
年
を
経
て
昭
和
2
（
1
9
2
7）

年
に
ょ
う

ゃ
く
竣
工
と
な
っ
た 。

吉
野
川
第
一
期

工
事
の
完
プ

こ
う
し
て
第
一

期
改
修
工
事
が
昭
和
2
年
に
完
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て 、

現
在
の
吉
野
川
の
堤
防
の
原
型
と
な
る
別
宮
川
河
口

か
ら
岩
津
ま
で
連
続
堤
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
写
真
1
5
6） 。

こ
の
築
堤
工
事
に
よ
り

締
め
切
ら
れ
た
支
川
の
流
末
あ
る
い
は
分
派
口
に
は 、

付
帯
工
事
と
し
て
第
十
樋
門
・

新
町
川
樋
門
・

榎
瀬
江
湖
川
樋
門
・

宮
島
川
樋
門
・

沖
州
川
樋
門
な
ど
数
多
く
の
樋
門
も
設
置
さ
れ
た 。

こ
の
改
修
工
事
に
お
け
る
土
地
収
用
に
つ
い
て
は 、

改
修
工
事
に
要
す
る
土
地
を
す
べ
て
工
事
着
手
前
に
買
収
す
る
方
針
と
し
て 、

明

治
的制
年
度
か
ら
収
用
業
務
が
開
始
さ
れ
た 。

こ
の
方
針
に
つ
い
て
は 、

改
修
工
事
進
行
中
に
土
地
の
価
格
高
騰
に
よ
る
土
地
買
収
資
金
が

不
足
し
な
い
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に 、

必
要
土
地
の
す
べ
て
の
買
収
が
完
了
し
て
か
ら
工
事
に
着
手
す
る
も
の
で
あ
っ
た 。

本
工
事
に
お
い
て
収
用
し
た
土
地
は
約
1

万
1
4
3
5
反
（
1
1
4
3
M） 、

家
屋
移
転
は
約
6
万
3
2
7
8
坪
の
規
模
で
あ
っ
た 。

そ

の
内 、

別
宮
川
を
本
流
と
し
て
大
規
模
に
掘
削
す
る
徳
島
市
が
最
も
多
く 、

次
い
で
善
入
寺
島
の
買
収
が
大
き
か
っ
た 。

み

な
ベ

ち
ょ
う
じ

な
お 、

吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
竣
工
の
翌
3
年
5
月 、

徳
島
県
知
事
三
辺
長
治
か
ら
内
務
大
臣
田
中
義一
に
提
出
し
た
「
河
川
変
更

ニ
関
ス
ル
件」

に
お
い
て 、
「
吉
野
川
ノ
下
流
ヲ
其
ノ
派
川
ノ
別
宮
川
ニ
変
更
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
依
リ 、

旧
吉
野
川
筋
第
十
樋
門
以
下
海
ニ

至
ル
区
域
ハ
自
然
公
用
廃
止
ト

ナ
リ
タ
ル
ニ
依
リ 、
〈
吉
野
川
派
川
旧
吉
野
川〉

卜
改
称
シ
内
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
受
ケ 、

河
川
法
ノ
規
定

ヲ
準
用
ス
ル
河
川
卜

認
定
ス
」

と
さ
れ
た 。

こ
れ
に
よ
り 、

吉
野
川
派
川
別
宮
川
を
「
吉
野
川」

に 、

第
十
樋
門
地
点
か
ら
流
れ
込
ん
で

吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
の
効
果
は 、

昭
和
3
（
1
9
2
8）

年
8
月
の
吉
野
川
大
洪
水
で
見
事
に
証
明
さ
れ
た 。
『
高
川

原
村
史』

は
「
吉
野
川
改
修
の
た
め
本
村
被
害
な
し」

と
記
し
て
い
る 。

若
干
の
被
害
は
あ
っ
て
も 、

そ
れ
は
耕
地
に
溢

れ
込
ま
な
い
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た 口

吉
野
川
沿
岸
に
住
む
人
々
の
洪
水
に
対
す
る
長
い
忍
従
の
年
月
は
終
わ
っ
た
と
は
い
え
な
い
ま
で

も 、

ひ
と
つ
の
大
き
な
区
切
り
で
あ
っ
た 口

い
た
吉
野
川
を
「
旧
吉
野
川」

と
呼
名
を
改
め
た 。

3 

昭
和
前
期
の
治
水

徳島市の治水

飯
尾
川
第
一

期
改
修
工
事

第一節

昭
和
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
も 、

9
年
（
室
戸
台
風）
・

叩
年
－

U
年
・

初
年
（
枕
崎
台
風）
・

お
1

mm
年
（
台
風
ロ
号）

ま
で
の
暴
風
雨
・
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M
年
（
伊
勢
湾
台
風）
・

初
年
（
第
2
室
戸
台
風）

と、

吉
野
川
は
し
ば
し
ば
大
型
台
風
の
襲
来
は
受
け
た
が、

本
川
の
堤
防
決
壊
は
明
治
ω

744 

年
9
月
の
洪
水
以
後
は
な
い
。

し
か
し、

そ
の
代
わ
り
に
吉
野
川
の
水
害
は
支
川
や
派
川、

あ
る
い
は
遊
水
地
帯
に
移
っ
た
。

南
井
上
・

北
井
上
村
や
南
新
居
・

北
新
居
村
な
ど
の
飯
尾
川
下
流
域
で
は、

吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
中
の
明
治
仏
年
8
月
と
大
正
元

（
1
9
1
2）

年
9
月
洪
水
で
も
大
き
な
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
た
。

浸
水
被
害
が
絶
え
な
い
飯
尾
川
流
域
で
は、

吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
の
進
捗
と
同
時
に、

飯
尾
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害
解
消
が

熱
望
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け、

大
正
元
年
に
は
飯
尾
川
の
排
水
改
良
調
査
に
1
5
0
0
円
の
事
業
費
を
計
上
し
た
口

実
際
に
調
査
が
開
始

さ
れ
た
の
は
同
2
年
6
月
と
な
っ
た
が、

調
査
の
内
容
は、
「
①
飯
尾
川
排
水
不
良
に
伴
う
農
業
上
の
影
響、

②
飯
尾
川
流
域
の
調
査、

③
同
川
改
修
計
画
大
要
お
よ
び
工
費、

④
本
排
水
改
良
に
よ
る
農
業
上
の
利
益
程
度」

で
あ
っ
た。

し
か
し
こ
の
頃、

麻
名
用
水
の
調
査

も
実
施
中
で
あ
り、

飯
尾
川
沿
岸
の
土
地
利
用
が
麻
名
用
水
と
大
き
な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
か
ら、

そ
の
飯
尾
川
改
修
計
画
は
簡
単
に
は

進
ま
な
か
っ
た
。

ま
た、

大
正
9
年
の
通
常
県
会
に
お
い
て
も
調
査
費
と
し
て
4
0
0
0
円
が
議
決
さ
れ
た
が、

調
査
は
行
わ
れ
ず
そ
の

ま
ま
と
な
っ
た
。

吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
竣
工
の
喜
び
か
ら
冷
め
止
ま
ぬ
昭
和
3
年
8
月
m
l
初
日
の
大
洪
水
で
飯
尾
川
が
氾
濫
し、

国
府
町
の
家
屋

約
却
戸
が
浸
水
被
害
を
受
け
た
。

こ
れ
を
機
に
同
年
9
月
8
日
の
県
会
議
場
で
飯
尾
川
流
域
の
関
係
町
村
長
が
一

同
に
改
修
を
陳
情
す
る

な
ど、

再
々
県
に
陳
情
を
繰
り
返
し
た
。

昭
和
6
年
に
よ
う
や
く
1
／
2
の
国
庫
補
助
に
よ
る
飯
尾
川
改
修
工
事
が
内
定
し
た
が、

内
閣

更
迭
と
い
う
政
変
に
よ
り
一

時
頓
挫、

昭
和
7
年
に
正
式
に
飯
尾
川
改
修
工
事
が
決
定
し
た
。

こ
れ
が
県
下
の
中
小
河
川
に
お
け
る
最
初

の
国
庫
補
助
に
よ
る
河
川
改
修
事
業
と
な
っ
た
。

こ
の
河
川
改
修
事
業
は、

吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
で
完
成
し
た
飯
尾
川
第
一

樋
門
を
流
末
と
し
て
吉
野
川
に
合
流
し
て
い
た
河
川
形

状
を、

吉
野
川
の
堤
防
と
並
行
に
東
へ
約
1
・

7
M
下
流
の
浜
高一
房
ま
で
水
路
を
開
削
し、

飯
尾
川
第
二
樋
門
を
建
設
し
て
鮎
喰
川
へ
合

わ
た
う
ち

流
す
る
現
在
の
河
川
形
状
と
し
た
。

ま
た
同
時
に、

第
一

樋
門
か
ら
渡
内
川
合
流
点
付
近
ま
で
は
河
道
の
曲
流
を
改
め
る
と
と
も
に
3
1

4
倍
に
河
道
拡
幅
を
行
い
、

改
修
延
長
8・
6
畑、

工
事
費
∞∞
万
円
で
昭
和
日
年
に
終
了
し
た
D

こ
の
時
の
計
画
洪
水
流
量
は
将
来
の
こ

と
を
考
え
て
飯
尾
川
第
二
樋
門
で
毎
秒
2
7
8
3
m
と
し、

飯
尾
川
第
二
樋
門
1
渡
内
川
合
流
点
ま
で
の
河
道
は
毎
秒
1
3
9
ば
と
し
て
改

修
さ
れ
た
。

ま
た
渡
内
川
合
流
点
よ
り
上
流
の
改
修
も
要
望
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が、

こ
れ
ま
で
上
流
で
氾
濫
し
て
い
た
洪
水
が、

下
流
に
押

か

げ

ん

し
寄
せ
て
被
害
が
増
大
す
る
と
し
て、

下
流
域
で
反
対
運
動
が
起
こ
り、

渡
内
川
合
流
点
付
近
に
下
流
へ
の
洪
水
量
を
加
減
す
る
「
加
減

せ
き堰」

と
呼
ば
れ
る
狭
窄
水
路
が
造
ら
れ、

こ
の
堰
を
上
流
端
と
し
て
改
修
が
終
了
し
た
。

昭
和
9
年
9
月
幻
日
5
時
叩
分
に
室
戸
岬
付
近
に
上
陸
し
た
台
風
は、
最
低
気
圧
6
8
4
m

h
〈

9
1
1
・
8
h
p
a）

と
い
う
日
本
の
台
風
観
測
史
上
記
録
的
な
数
値
で
あ
っ
た
。

全
国
で
死
者
2
7
0
2
人、
負
傷
者
l
万
4
9
9
4
人、

不
明
者
3
3
4
人、

家
屋
全
壊
3
万
8
7
7
1
棟、

床
上
・

床
下
浸
水
家
屋
伺
万
1
1
5
7
棟
と
い
う
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
台
風

は、

室
戸
岬
付
近
に
上
陸
し
た
こ
と
か
ら
室
戸
台
風
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

勝
浦
川
改
修
工
事

小
松
島
の
高
潮
は
6
時
前
に
最
高
に
達
し、

天
文
潮
位
と
1
・

4
m
の
偏
差
を
観
測
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
徳
島
市
に
お
い
て
は、

死
者

徳島市の治水

1
人、

負
傷
者
1
人、

家
屋
全
壊
1
3
3
棟、

床
上
浸
水
4
6
5
0
棟、

床
下
浸
水
9
8
0
0
棟
の
被
害
を
出
し
た
。

勝
浦
川
で
は
こ
の
室
戸
台
風
を
契
機
と
し、

昭
和
日
年
度
よ
り
飯
尾
川
に
続
い
て
県
内
2
番
目
の
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
中
小
河
川
改

修
事
業
に
着
手
し
た
。

こ
の
改
修
計
画
で
は、

基
準
地
点
現
J
R
鉄
道
橋
（
河
口
か
ら
5
・
2
M）

に
お
け
る
計
画
高
水
流
量
を
毎
秒

3
0
0
0
ぱ
と
定
め、

J
R
鉄
道
橋
か
ら
河
口
ま
で
の
本
川
に
つ
い
て
は、

築
堤
・

掘
削
・

護
岸
等
を
施
工
す
る
と
と
も
に、

勝
占
町
外

敷
地
で
勝
浦
川
か
ら
分
派
し
新
浜
本
町
で
再
度
勝
浦
川
に
合
流
し
て
い
た
大
松
川
に、
初
年
度
に
は
上
流
分
派
口
に
締
切
堤
が
築
造
さ
れ、

お
年
度
に
は
下
流
合
流
部
の
締
切
堤
が
完
成
し、

本
川
と
分
離
し
た
。

な
お
こ
れ
に
よ
り、

大
松
川
は
も
と
も
と
分
流
し
て
い
た
千
切
山

川
を
通
じ
て
圏
瀬
川
へ
流
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

く
も
そ
う

そ
の
後
昭
和
お
年、

ジ
ェ
l
ン
台
風
に
見
舞
わ
れ、

流
域
内
の
雲
早
山
周
辺
に
最
大
雨
域
が
発
生
し、

上
勝
町
福
原
で
最
大
日
雨
量

745 
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3
8
2
剛

、

総
雨
量
6
0
2
m
を
記
録
し
た 。

こ
の
台
風
に
よ
り 、

勝
浦
地
方
で
死
者
5
人 、

全
壊
・

半
壊
・

流
出
家
屋
7
1
2
戸 、

床

上
浸
水
1
8
4
0
戸 、

床
下
浸
水
3
5
5
5
戸
と
い
っ
た
大
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら 、

基
準
地
点
J
R
鉄
道
橋
に
お
け
る
基
本
高
水

の
ピ
i
ク
流
量
を
毎
秒
3
5
0
0
ば
と
し
た 。

こ
の
時 、

上
流
の
上
勝
町
正
木
に
ダ
ム
を
建
設
し
て
毎
秒
5
0
0
ぱ
を
調
節
し 、

事
業
区

746 

間
で
は
以
前
同
様
に
計
画
高
水
流
量
を
毎
秒
3
0
0
0 3
m
と
す
る
計
画
を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き 、

昭
和
お
年
に
上
流
の
ダ
ム

建
設
に
着
手
し 、

日
年
に
完
成
し
た 。

一

方
河
道
に
つ
い
て
は 、

斜
年
に
中
小
河
川
改
修
事
業
の
内
容
を
変
更
し 、

勝
浦
川
本
川
に
つ
い
て
は 、

事
業
区
間
を
上
流
に
3
M
延

伸
し 、

J
R

鉄
道
橋
か
ら
井
口
地
点
（
河
口
よ
り
8
・
2
M）

の
聞
の
築
堤
・

掘
削
・

護
岸
等
を 、

支
川
八
多
川
に
つ
い
て
は
下
流
部

6
7
0
m
の
築
堤・
掘
削・

護
岸
等
を
追
加
計
上
し
た 。

八
多
川
の
改
修
は
完
了
し
た
が 、

勝
浦
川
本
川
は
田
浦
堰
の
撤
去
な
ど
が
残
り 、

事
業
は
現
在
も
進
行
中
で
あ
る 。

鮎
喰
川
改
修
工
事

鮎
喰
川
は
江
戸
初
期
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
蓬
庵
堤
に
始
ま
り 、

寛
政
3
（
1
7
9
1）

年
の
伊
深
亀
三
郎
ら
に
よ

る
堤
防
修
築
工
事 、

早
淵
村
与
頭
庄
屋
後
藤
庄
助
な
ど
に
よ
る
堤
防
工
事
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
が 、

い
ず
れ
も
大

洪
水
の
時
に
は
破
損
を
繰
り
返
す
薄
弱
な
も
の
で
あ
っ
た 。

明
治
必
年
か
ら
始
ま
っ
た
吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
に
お
い
て 、

吉
野
川
に
大
堤
防
が
築
か
れ
る
と
同
時
に 、

鮎
喰
川
に
お
い
て
も
吉

野
川
合
流
点
か
ら
上
流
7
丁
半
（
約
8
2
0
m）

の
区
間
は
吉
野
川
改
修
の
関
連
工
事
と
し
て
国
直
轄
で
堤
防
工
事
が
行
わ
れ
た 。

こ
れ

に
対
し
て 、

直
轄
区
聞
か
ら
上
流
の
堤
防
は
薄
弱
な
ま
ま
で
あ
り 、

か
つ
吉
野
川
の
改
修
に
よ
り
洪
水
時
の
水
位
上
昇
が
既
存
の
堤
防
に

も
影
響
す
る
と
し
て 、
大
正
2
1
4
年
の
3
ヵ
年
の
県
事
業
で
右
岸
1
6
9
5
間
3
歩
（
3
0
8
2
m） 、
左
岸
2
0
0
7
間
9
歩
（
3
6
5
1

m）

の
堤
防
の
高
低
と
屈
曲
を
修
正
す
る
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

こ
の
工
事
は 、

吉
野
川
第
一

期
改
修
工
事
で
発
生
し
た
残
土
を
利
用
し

た
堤
防
腹
付
け
工
事
で 、

堤
防
天
端
幅
は
2
間
（
3
・
6
m） 、

2
割
勾
配
で
行
わ
れ
た 。

昭
和
同
年
9
月
5
日
日
時
頃
に
牟
岐
に
上
陸
し
て
徳
島
市
の
真
西
を
通
っ
て
北
灘
を
抜
け
た
台
風
は 、
徳
島
県
に
お
い
て
ω

人
の
死
者・

不
明
者
を
出
し
た 。

鮎
喰
川
に
お
い
て
は 、

幾
多
の
地
す
べ
り
と
山
腹
崩
壊
で
倒
れ
た
巨
木
な
ど
に
よ
り
自
然
の
ダ
ム
を
つ
く
り 、

大
木・

巨
岩
・

土
石
混
流
の
滝
と
な
り 、

上
流
部
の
河
床
は
3
m
以
上
の
土
砂
が
堆
積
し
た 。

所
々
で
堤
防
や
道
路
の
決
壊 、

民
家
流
失 、

田
畑

荒
廃
な
ど
が
発
生
し 、

国
府
町
付
近
で
は
必
死
の
水
防
作
業
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
が 、

入
国
・

一

宮
の
堤
防
が
決
壊
し
て
遊
水
部
が
つ

く
ら
れ 、

激
流
が
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た
た
め 、

大
き
な
水
災
は
ま
ぬ
か
れ
た 。

こ
の
洪
水
を
き
っ
か
け
に
鮎
喰
川
の
河
川
改
修
に
対
す
る
気
運
が
高
ま
っ
た
。

そ
の
要
望
は 、

年
々
河
床
の
上
昇
が
堤
防
決
壊
に
つ
な

が
る
た
め 、

河
床
を
低
く
す
る
対
策
と
堤
防
の
補
強
で
あ
っ
た 。

昭
和
凶
年
4
月
9
1

U
日
の
「
徳
島
毎
日
新
聞」

に 、

徳
島
市
庄
町
の

佐
藤
貞
吉
の
投
稿
に
よ
る
「
鮎
喰
川
治
水
論」

が
8
回
に
分
け
て
連
載
さ
れ 、

ま
た
翌
5
月
比
1

幻
日
に
も
「
第
二
鮎
喰
川
治
水
論」

が

6
回
に
分
け
て
連
載
さ
れ 、

鮎
喰
川
の
治
水
に
対
す
る
熱
望
を
語
っ
た 。

ま
た
貞
吉
は
昭
和
問
年
9
月 、

当
時
の
全
国
治
水
砂
防
協
会
長

で
あ
っ
た
末
次
信
正
海
軍
大
将
が
来
県
し
た
際 、

鮎
喰
橋
の
上
で
徳
島
市
会
議
長
桑
原
佐
喜
次
を
通
じ
て
「
鮎
喰
川
治
水
論」

を
提
出
し

た 。
昭
和
同
年
7
月
に
は
徳
島
市
が
中
心
と
な
っ
て
関
係
8
ヵ
町
村
に
呼
び
か
け 、

同
年
8
月
に
は
改
修
期
成
同
盟
会
を
結
成
し 、

国
・

県

に
対
し
て
鮎
喰
川
改
修
に
対
す
る
陳
情
を
繰
り
返
し
た 。

こ
の
結
果 、

昭
和
同
年
に
県
内
で
3
番
目
の
中
小
河
川
改
修
事
業
と
し
て
着
手

す
る
こ
と
に
な
っ
た 。

徳島市の治水

こ
の
改
修
工
事
は 、

計
画
洪
水
流
量
を
毎
秒
3
1
8
5 3
m
と
し 、

J
R
鉄
道
橋
か
ら
上
流
に
右
岸
7
6
0
4
m

、

左
岸
6
5
1
3
m
の

区
間
に
つ
い
て 、

既
存
堤
防
を
最
大
限
に
利
用
し
て
嵩
上
げ
と
拡
幅
を
行
い

、

堤
防
天
端
幅
5
・

5
m

、

堤
防
高
は
計
画
洪
水
位
よ
り

1
・

8
m
高
く
し
て
幅
3
m
の
裏
小
段
を
つ
け
た
。

工
事
数
量
は
築
堤
盛
土
臼
万
2
6
0
o
d 、

河
床
掘
削
臼
万
8
0
0
ぱ 、

護
岸

9
0
0
ば
で
あ
っ
た 。

第一節

昭
和
同
年
に
開
始
さ
れ
た
改
修
工
事
は
戦
争
で
一

時
中
断
さ
れ
た
も
の
の 、

ー
億
9
8
0
0
万
円
余
り
の
工
事
費
で
昭
和
お
年
に
完
成

し 、

古
く
か
ら
鮎
喰
川
の
氾
濫
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
徳
島
市
と
国
府
町
周
辺
が 、

747 
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応
安
心
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た 。
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第
六
章

昭
和
後
期
・

平
成
の
災
害
と
防
災

788 

第
一

一節

徳
島
市
の
防
災

1 

吉
野
川
第
二
期
改
修
工
事

吉
野
川
の
維
持
管
理
は 、

第
一

期
改
修
工
事
竣
工
の
翌
昭
和
3
（
1
9
2
8）

年
4
月
お
日
に
内
務
省
神
戸
土
木
出
張

所
か
ら
徳
島
県
知
事
へ
移
管
さ
れ
た 。

徳
島
県
で
は 、

河
川
の
維
持
管
理
は
各
地
方
事
務
所
の
土
木
工
務
課
の
所
管
と

し
て 、

吉
野
川
に
つ
い
て
は 、

現
在
の
新
町
樋
門
下
流
側
に
設
置
さ
れ
て
い
た
内
務
省
神
戸
土
木
出
張
所
の
後
を
引
き
継
い
だ
吉
野
川
管

理
事
務
所
が
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た 。

昭
和
初
年
8
月
日
日
に
終
戦
を
迎
え
た
が 、

戦
禍
で
の
荒
廃
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に 、

主
に
西
日
本
に
被
害
を
与
え
た
同
年
9

月
の
枕
崎
台
風 、

同
年
叩
月
の
阿
久
根
台
風 、

ま
た 、

辺
年
の
カ
ス
リ
l
ン
台
風 、

お
年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
で
は
東
日
本
に
未
曾
有
の
被

害
を
も
た
ら
し
た 。

そ
の
結
果 、

明
治
以
降 、

国
直
轄
の
施
行
河
川
と
し
て
堅
固
な
堤
防
を
築
造
し
て
き
た
利
根
川
・

北
上
川
等
の
大
河

川
の
堤
防
が
決
壊
す
る
大
水
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
た 。

吉
野
川
に
お
い
て
も 、

枕
崎
台
風
に
よ
る
出
水
で
は 、

岩
津
地
点
に
お
い
て 、

こ
れ
ま
で
の
既
往
最
大
で
あ
る
大
正
元
（
1
9
1
2）

年
9
月
洪
水
の
毎
秒
l

万
4
2
0
0
d
を
上
回
る
毎
秒
l
万
4
8
0
0 3m
に
達
し 、

流
域
沿
岸
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た 。

阿
久
根

台
風
に
よ
る
出
水
も
県
内
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
た 。

さ
ら
に
幻
年
ロ
月
に
発
生
し
た
南
海
地
震
に
よ
り
大
被
害
を
引
き
起
こ
し 、

徳

島
県
東
部
海
岸
の
地
盤
沈
下
が
そ
の
後
大
き
な
問
題
と
な
っ
た 。

ま
た
第
一

期
改
修
工
事
で
築
造
し
た
堤
防
は 、

旧
河
道
を
締
め
切
っ
て

吉
野
川
改
訂
改

修
計
画
の
策
定

そ
の
上
に
築
造
し
た
箇
所
も
多
く 、

さ
ら
に、
河
川
敷
内
の
掘
削
土
を
主
な
材
料
と
し
て
い
た
た
め 、

構
造
的
な
脆
弱
さ
や
漏
水
の
危
険
性

に
よ
る
浸
透
対
策
や
堤
防
強
化
が
課
題
と
な
っ
た 。

ま
た 、

岩
津
下
流
の
無
堤
区
間
の
解
消
も
課
題
で
あ
っ
た 。

吉
野
川
で
は
初
年
の
大
水
害
以
来 、

堤
防
や
低
水
路
の
工
作
物
の
破
損
に
よ
る
災
害
復
旧
費
も
積
み
重
な
り 、

第
二
期
改
修
を
本
省
に

強
く
要
望
し
て
い
た
が 、

早
期
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た 。

戦
争
復
興
を
第一
と
し
て
き
た
政
府
で
は
あ
っ
た
が 、

度
重
な
る
大
災
害
に
よ
り
治
水
に
対
す
る
根
本
的
な
施
策
を
確
立
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
た 。

そ
こ
で
カ
ス
リ
l
ン
台
風
に
よ
る
利
根
川
決
壊
後
の
昭
和
辺
年
日
月 、

内
務
省
に
治
水
調
査
会
を
設
置
し 、

利
根
川
・

淀
川
・

木
曽
川
・

北
上
川
・

吉
野
川
・

最
上
川
・

筑
後
川
・

常
願
寺
川
・

信
濃
川
及
び
江
合
鳴
瀬
川
の
い
わ
ゆ
る
叩
大
河
川
の
既
定
計
画

を
再
検
討
す
る
作
業
に
着
手
し
た 。

こ
の
委
員
会
は
河
川
ご
と
の
小
委
員
会
に
分
か
れ 、

引は
年
2
月
ロ
日
に
開
催
さ
れ
た
吉
野
川
委
員
会

に
よ
り 、

吉
野
川
改
訂
改
修
計
画
が
了
承
さ
れ
た 。

こ
れ
に
よ
り 、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
第
二
期
改
修
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ

た 。
吉
野
川
改
訂
改
修
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
（
図
お） 。

τ1ム

計
画
高
水
流
量

徳
島
県
阿
波
郡
林
町
字
西
林
（
岩
津）

に
お
け
る
計
画
高
水
流
量
は
昭
和
初
年
の
洪
水
を
基
準
と
し
て
毎
秒

ー
万
5
0
0
0
ぱ
と
す
る 。

2. 

吉
野
川
治
水
対
策
は
既
改
修
区
域
の
西
林
（
岩
津）

以
下
の
下
流
改
修
計
画
・

流
域
内
の
砂
防
計
画
・

未

改
修
区
域
の
岩
津
上
流
改
修
計
画
・

上
流
河
水
統
制
計
画
及
び
支
川
改
修
計
画
の
5
計
画
で
あ
っ
た 。

川
下
流
改
修
計
画

③
新
計
画
高
水
流
量
に
対
応
し
て
既
成
堤
防
の
嵩
上
げ
及
び
腹
付
の
増
補
工
事
を
行
う
と
と
も
に
岩
津
よ
り
市
場
町
に
至
る
左

徳島市の防災

改
修
計
画
の
改
訂

第一節

岸
霞
堤
を
連
続
堤
と
す
る 。

ま
た
必
要
な
箇
所
に
護
岸
・

水
制
・

床
固
を
施
工
す
る 。

⑪
堤
防
増
補
断
面
は
天
端
幅
7
m 、

余
裕
高
2
m 、

表
法
勾
配
2
割
1
2
割
5
分 、

裏
法
勾
配
3
割 、

小
段
幅
4
m
と
す
る
（
但
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し
丁
杭
2
里
問
丁
以
下
は
現
状
の
ま
ま
と
す
る）
0

図28

必
要
を
－認
め
る
が
現
在
は
遊
水
地
と
し
て
洪
水
調
節
の
作
用
を
な
し
て
い

ω
上
流
改
修
計
画

③
岩
津
l
池
田
聞
は
未
改
修
で
氾
濫
面
積
約
2
2
0
0
町
歩
あ
り、
改
修
の

790 

I I 伊

る
の
で、
上
流
河
水

統制
に
よ
り
新
た
に
洪
水
制
御
を
行
っ
た
後
改
修
を

改修改訂計画の流量配分図（昭和24年）

行
う
も
の
と
す
る。

＠
本
区
間
の
改
修
は
被
害
面
積
の
特
に
広
大
な
場
所
及
び
重
要
緊
落
部
を
選

ぴ
堤
防
の
新
設
を
行
い、
又
必
要
な
箇
所
に
護
岸
工
を
実
施
す
る。

同
支
川
改
修
計
画

本
川
計
画
に
応
じ
て、
鮎
喰
川・
飯
尾
川・
川
田
川
を
そ
れ
ぞ
れ
改
修
す

る
D

吉野HI

凶
砂
防
計
画

• :i基準地点
上殿様奮を：計商高水琉量
下段［］帯意：基本高水

吉
野
川
水
源
山
地
に
は
崩
壊
地
が
比
較
的
多
く、
こ
の
流
出
土
砂
に
よ
り

下
流
河
川
の
河
床
上
昇
甚
だ
し
く
年
々
河
床
を
挟
め
つ
つ
あ
る
の
で、
上

流
地
域
の
渓
流
に
堰
堤・
床
固
め
・
護
岸・
除
石・
凌
深・
水
制・
山
腹

15.以泊願書＇／s
[16.駁蜘；＇Is)

岩
津
・

工
事
を
順
次
広
範
囲
に
わ
た
り
施
工
し、
下
流
河
川
改
修
計
画
を
完
壁
な

も
の
と
す
る。

同
洪
水
調
節
計
画

本
川
上
流
桃
ケ
谷・
早
明
浦
並
び
に
銅
山
川
柳
瀬、
大
野
の
4
地
点
に
貯

水
池
を
築
造
し
岩
津
に
お
け
る
流
量
を
毎
秒
1
万
5
0
0
0
ぱ
に
調
節
す
る
ご
と
く
計
画
す
る。
な
お
潅
瓶
用
水、
流
筏
用

水
の
確
保
並
び
に
発
電
を
考
慮
す
る。

こ
の
改
修
工
事
は、

す
で
に
第一
期
改
修
工
事
の
基
本
に
変
更
は
な
い
も
の
の、

計
画
高
水
流
量
の
増
嵩
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と、

既
設
堤
防
の
漏
水
防
止、
弱
小
堤
防
の
補
強、
及
び
岩
津
下
流
域
の
無
堤
部
の
解
消
等
を
当
面
の
課
題
と
し
て
い
た
吉
野
川
の
治
水

を
よ
り
完
全
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た。

ま
た
計
画
上
は、

岩
津
か
ら
河
口
ま
で
の
既
改
修
区
間
と
岩
津
か
ら
上
流
の
三
好
郡
池
田
町
ま
で
の
未
改
修
区
間
を
含
む
吉
野
川
幹
流

の
延
長
約
初
切
に
改
修
を
加
え
る
も
の
で
あ
っ
た。
し
か
し、
岩
津
上
流
の
改
修
に
つ
い
て
は、

早
明
浦
ダ
ム
等
が
完
成
し
て
か
ら
着
手

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め、

改
修
工
事
は
事
実
上
着
工
で
き
な
か
っ
た。

な
お、
吉
野
川
改
訂
改
修
計
画
の
工
事
費
予
算
書
の
総
工
事
費
は
初
億
円
で
あ
っ
た。

昭
和
M
年
の
吉
野
川
改
修
改
訂
計
画
の
策
定
以
降、

吉
野
川
の
第
二
期
改
修
工
事
は
既
設
堤
防
の
拡
築・
補
強・
漏
水

防
止
対
策
を
中
心
と
す
る
河
道
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た。
し
か
し、
お
年
ロ
月
に
芝
生
谷
川
と
旧
川
田
川
の
流
末
処

理
と
神
宮
入
江
川
内
水
排
除
に
伴
う
事
業
を
追
加
変
更
し
て
「
吉
野
川
改
修
全
体
計
画」
を
策
定
し
た。
こ
の
見
直
し
に
よ
り、
総
事
業

費
辺
億
4
2
0
0
万
円
を
計
上
し
た。

吉
野
川
改
修
全

体
計
画
の
策
定

徳島市の防災

さ
ら
に
却
年
9
月
に
襲
来
し
た
台
風
ロ
号
（
台
風
ジ
ュ
ー
ン）
は、

岩
津
ピ
l
ク
流
量
で
毎
秒
l
万
4
9
0
0
ぱ
に
達
す
る
既
往
最
大

値
を
記
録
す
る
大
出
水
と
な
り、

堤
防
は
各
所
で
危
険
な
状
態
を
生
じ
た。
ま
た
お
年
9
月
の
第
2
室
戸
台
風
に
よ
る
出
水
は、
吉
野
川

下
流
沿
川
に
甚
大
な
内
水
被
害
を
引
き
起
こ
し、
堤
防
漏
水
対
策
と
と
も
に
内
水
対
策
が
ま
す
ま
す
具
体
化
さ
れ
た。
こ
の
た
め、
お
年

度
に
作
成
さ
れ
た
「
吉
野
川
改
修
全
体
計
画」
は
お
年
7
月
と
お
年
3
月
の
2
回
の
再
検
討
に
よ
り、

計
画
の
修
正
を
行
っ
た。

吉
野
川
は
年
間
3
0
0
o
m
以
上
に
及
ぶ
多
雨
地
帯
を
水
源
と
し
て
お
り、
地
理
的
に
も
台
風
が
常
襲
す
る
経
路
に
直
面

第一節

吉
野
川
改
修

総
体
計
画

791 

し、
ほ
と
ん
ど
毎
年
大
き
な
出
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
るo
m
年
9
月
洪
水
は、
こ
れ
ま
で
の
既
往
最
大
で
あ
っ
た
初
年
9
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月
の
洪
水
を
上
回
っ
て、
山
石
津
地
点
で
ピ
l
ク
流
量
毎
秒
1
万
4
9
0
0
ぱ
を
記
録
し、

数
年
前
に
変
更
し
た
計
画
高
水
流
量
と
ほ
ぼ
等
し
い
出
水
規
模
で
あ
っ
た
。

吉
野
川
の
出

水
を
確
率
的
に
検
討
す
る
と、

岩
津
地
点
で
の
計
画
高
水
流
量
毎
秒
l
万
5
0
0
0
3
m
の

生
起
確
率
は
約
1
／
初
年
程
度
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

吉
野
川
の
よ
う
な
大
河
川
の
治
水
安

全
度
と
し
て
は
極
め
て
低
い
値
で
あ
っ
た
。

こ
の
当
時
の
河
川
計
画
を
行
う
上
で
の
基
準

書
で
あ
る
「
河
川
砂
防
技
術
基
準（
案）
」

に
お
い
て、

河
川
計
画
に
お
け
る
基
本
高
水
の

ピ
i
ク
流
量
の
年
超
過
確
率
は、

流
域
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
て、

A
級
河
川
で
1

／
m
j
l
／
1
0
0、

B
級
河
川
で
1
／
印
1
1
／
初、

C
級
河
川
で
1
／
m
j
l
／
閃

程
度
の
範
囲
に
と
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
目
安
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

吉
野
川
は
防
御
す

べ
き
氾
濫
地
域
の
状
況
な
ど
か
ら、

も
ち
ろ
ん
A
級
河
川
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り、

吉
野
川
の
基
本
高
水
の
計
画
規
模
は
年
超
過
確
率
1
／
別
程
度
と
し、

m

年
9
月
洪
水
を
は
じ
め
過
去
の
洪
水
に
関
す
る
解
析
を
行
っ
て、

基
本
高
水
の
ピ
l
ク

流
量
は
池
田
で
毎
秒
1
万
3
9
0
0
ぱ、
山
石
津
で
は
将
来
の
流
域
開
発
に
よ
る
流
量
増
分

毎
秒
5
0
0
3
m
を
加
え
て
毎
秒
1
万
7
5
0
0
ぱ
と
決
定
し
た
。

な
お、

従
来
の
岩
津
下

流
の
河
道
改
修
の
計
画
高
水
流
量
毎
秒
1
万
5
0
0
0
ぱ
を
上
回
る
毎
秒
2
5
0
0
ぱ
の

処
理
に
つ
い
て
は、

堤
防
の
補
強
で
は
増
嵩
と
そ
れ
に
伴
う
付
帯
工
事
の
規
模
が
極
め
て

大
き
く
な
り、

ま
た
堤
防
を
こ
れ
以
上
高
く
す
れ
ば
堤
内
地
の
危
険
度
が
著
し
く
増
大
す

る
た
め、

洪
水
処
理
計
画
を
種
々
検
討
し
た
結
果、

既
設
の
柳
瀬
ダ
ム
と
新
設
の
早
明
浦

ダ
ム
に
配
分
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

｜ ｜伊
場
津
． 

15. 000間切
れ7. 500m3／古］

吉野HI

． ：繍助基準地点
鳳 ：基準地点

上殿様書き ：針臨調耳水流貴
下段［］書き ：基本高水

池
回

． 

1L3蜘3/s
[13.宮抽n3/sl

図29
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そ
の
結
果、

池
田
で
毎
秒
1
万
1
3
0
0
ぱ、

岩
津
で
毎
秒
1
万
5
0
0
0
ば
と
し
て、

昭
和
お
年
ロ
月
に
流
量
改
訂
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
流
量
改
訂
に
伴
い
、

従
来
の
改
修
計
画
に
内
水
排
除
地
区
の
追
加
等
を
加
え
て
昭
和
お
年
度
以
降
吉
野
川
改
修
総
体
計
画
が
策
定
さ

れ
た
（
図
鈎）
。

て
い
る
。

岩
津
下
流
で
の
流
量
改
訂
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が、

こ
の
総
体
計
画
で
は
徳
島
市
に
関
係
す
る
内
容
と
し
て
次
の
3
項
目
が
計
上
さ
れ

施
工
し、

高
潮
対
策
と
し
て
完
成
さ
せ
る。

①
新
た
に
河
口
地
区
を
設
け、

河
口
よ
り
上
流
3
M
の
聞
を
標
高
5・
7
m
の
堤
防
天
端
高
で
3
面
張
り
と
し、

前
面
に
根
固
め
を

②
内
水
排
除
計
画
に
お
い
て、

応
神
町
の
正
法
寺
川
で
ポ
ン
プ
1
5
0
馬
力
×
2
台
の
設
置。

③
漏
水
防
止
工
計
画
に
お
い
て、

佐
野
塚
地
区
で
延
長
2
6
6
0
m
を
計
上。

な
お、

こ
の
総
体
計
画
で
は
総
額
1
3
7
億
円
が
見
積
も
ら
れ
た
。

工
事
実
施
基
本
計
画

（
昭
和
利
年
策
定）

昭
和
均
年
の
新
河
川
法
の
施
行
に
伴
い
、

吉
野
川
水
系
は、

一

級
水
系
に
指
定
さ
れ
た。

ま
た、

新
河
川
法
第
同
条
に
は
「
河
川
管
理
者
は、

そ
の
管
理
す
る
河
川
に
つ
い
て、

計
画
高
水
流
量
そ
の
他
当

該
河
川
の
河
川
工
事
の
実
施
に
つ
い
て
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項
（
工
事
実
施
基
本
計
画）

を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
と
が

定
め
ら
れ、

新
河
川
法
に
基
づ
く
工
事
実
施
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

吉
野
川
で
は、

お
年
に
策
定
し
た
ば
か
り
で
あ
っ

た
総
体
計
画
の
基
本
高
水
流
量
及
び
計
画
高
水
流
量
を
踏
襲
し、

工
事
実
施
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

徳島市の防災

ま
た、

こ
の
工
事
実
施
基
本
計
画
の
策
定
と
同
時
に、

こ
れ
ま
で
未
改
修
で
あ
っ
た
池
田
l
岩
津
間
約
お
同
が
国
管
理
区
間
に
編
入
さ

れ
た。

岩
津
上
流
の
改
修
に
つ
い
て
は、

M
年
の
改
修
改
訂
計
画
で
も
改
修
の
必
要
性
と
早
明
浦
・

柳
瀬
ダ
ム
等
の
河
水
統
制
計
画
に
よ

第一節

る
4
ダ
ム
群
の
洪
水
調
節
が
前
堤
と
さ
れ
て
い
た
。

お
年
に
柳
瀬
ダ
ム
は
完
成
し
た
が、
要
と
な
る
早
明
浦、
ダ
ム
の
建
設
は
手
つ
か
ず
で、

工
事
実
施
基
本
計
画
策
定
時
に
は、

ま
だ
岩
津
上
流
の
改
修
事
業
に
は
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
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早
明
浦
ダ
ム
は 、

治
水・
水
資
源
開
発
及
び
発
電
等
を
総
合
し
た
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
の
基
幹
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た 。

794 

吉
野
川
総
合
開
発
計
画
は 、

昭
和
お
l

お
年
に
か
け
て 、

建
設
省
・

農
林
省
・

通
産
省
・

四
国
4
県
・

各
電
力
会
社
の
協
力
に
よ
り 、

早

明
浦
・

小
歩
危
へ
の
ダ
ム
建
設
や
高
知
・

愛
媛
・

香
川
へ
の
分
水
計
画
を
織
り
込
ん
だ
安
本
案
を
原
型
と
し
た
が 、

関
係
各
機
関
の
合
意

が
整
わ
ず
進
捗
を
見
な
か
っ
た 。

し
か
し
昭
和
初
年
代
の
経
済
成
長
に
よ
っ
て 、

再
ぴ
吉
野
川
総
合
開
発
へ
の
熱
意
が
高
ま
り 、

昭
和
お

年
に
四
国
地
方
開
発
促
進
法
が
制
定
さ
れ 、

関
係
各
機
関
に
よ
る
協
議
の
も
と 、

位
年
に
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
が
水
資
源
開
発
公
団
事

業
と
し
て
着
手
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た 。

早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
は 、

昭
和
お
年
に
建
設
省
が
早
明
浦
ダ
ム
調
査
事
務
所
を
現
地
に
設
置
し 、

ω

年
に
付
帯
工
事
に
着
手
し
て
い
た

が 、

必
年
か
ら
は
事
業
主
体
が
水
資
源
開
発
公
団
に
引
き
継
が
れ
た 。

早
明
浦
ダ
ム
の
工
事
着
工
に
よ
り 、

μ
年
に
治
水
調
査
会
の
改
訂

改
修
計
画
で
改
修
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た
岩
津
上
流
の
改
修
に
や
っ
と
着
手
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た 。

一

方 、

岩
津
下
流
の
改
修
は 、

河
口
部
の
高
潮
対
策
工
事
と
し
て
昭
和
ω

年
度
か
ら
右
岸
堤
防
に
着
手
し 、

昭
和
印
年
度
に
は
左
岸
高

潮
堤
防
に
着
手
し
た 。

ま
た 、

昭
和
引
年
に
着
手
し
た
正
法
寺
川
の
排
水
ポ
ン
プ
場
等 、

内
水
対
策
も
実
施
し 、

昭
和
必
年
度
に
阿
波
市

か

が

み

（
旧
阿
波
郡
市
場
町）

香
美
地
先
の
締
切
を
完
了
し
て
堤
防
を
概
成
さ
せ
た
ほ
か 、

堤
防
強
化
を
実
施
し
た 。

工
事
実
施
基
本

計
画
の
改
訂

洪
水 、

ま
た
は
こ
れ
に
匹
敵
す
る
洪
水
が
あ
り 、

重
大
な
被
害
が
発
生
し
た 。

昭
和
ω

年
の
工
事
実
施
基
本
計
画
策
定
後
も 、

昭
和
必
年
・

必
年
・

印
年
・

日
年
と
立
て
続
け
に
計
画
規
模
を
超
え
る

ま
た 、

昭
和
ω

年
頃
か
ら
流
域
内
の
資
産
・

人
口
の
増
大
に
よ
り 、

治
水
事
業
の
計
画
的
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に 、

吉
野
川
の
治
水

安
全
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た 。

一

方 、
旧
吉
野
川
は
必
年
か
ら
徳
島
県
が
中
小
河
川
改
修
事
業
と
し
て
着
手
し
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
た 。

し
か
し 、
こ
れ
以
降
の
度
々

の
大
出
水
に
よ
り
流
域
内
で
は
多
大
な
被
害
が
発
生
す
る
一

方 、

人
口
や
資
産
の
増
大
に
よ
り 、

旧
吉
野
川
は
切
1

日
年
に
か
け
て
全
川

が
国
の
直
轄
に
編
入
さ
れ
た 。

そ
れ
ま
で
の
工
事
実
施
基
本
計
画
に
は 、

旧
吉
野
川
の
基
本
計
画
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め 、

旧

吉
野
川
の
改
修
計
画
策
定
上
こ
れ
を
明
記
す
る
必
要
が
生
じ
た 。

同
様
に 、

吉
野
川
総
合

開
発
事
業
と
し
て
す
で
に
完
成
し
て
い
た
池
田
ダ
ム 、

新
宮
ダ
ム
及
び
旧
吉
野
川
河
口
堰

に
つ
い
て
も
工
事
実
施
基
本
計
画
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た 。

そ
こ
で 、

昭
和
町
年
に
工
事
実
施
基
本
計
画
を
改
定
し 、

計
画
規
模
は
基
準
地
点
岩
津

で
1

／
1
5
0
と
見
直
し
た
（
図
初）

。

こ
れ
に
よ
り 、

基
準
地
点
岩
津
で
の
基
本
高
水

の
ピ
l
ク
流
量
は
毎
秒
2
万
4
0
0
0 3
m
と
し 、

こ
れ
を
既
設
の
4
ダ
ム
を
含
む
上
流
ダ

ム
群
で
洪
水
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り 、

池
田
地
点
で
の
計
画
高
水
流
量
を
毎
秒

1
万
3
2
0
0
ぱ 、

基
準
地
点
岩
津
で
の
計
画
高
水
流
量
を
毎
秒
1
万
8
0
0
0
ば
と
し

た 。
以
後 、

こ
の
計
画
に
基
づ
き 、

岩
津
上
流
の
築
堤
工
事 、

並
び
に
岩
津
下
流
の
堤
防
強

化
・

内
水
対
策
工
事
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る 。

河
川
整
備
基
本
方

針
（
平
成
行
年
）

平
成
9
（
1
9
9
7）

年
の
河
川
法
の
改
正
に
伴
い

、
第
日
条
に
則
り 、

平
成
げ
年
日
月
に
吉
野
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
を
策
定
し
た 。

徳島市の防災

日
年
叩
月
お
日
に
襲
来
し
た
台
風
お
号
で
は 、

戦
後
最
大
と
な
る
毎
秒
l

万
6
4
0
0

3
m
の
大
出
水
に
よ
り 、

吉
野
川
は
浸
水
面
積
7
6
4
5

M
・

床
上
浸
水
7
4
5
戸
・

床
下

浸
水
1
9
7
5
戸 、

旧
吉
野
川
は
浸
水
面
積
3
1
2
0

M
・

床
上
浸
水
1
3
9
戸
・

床
下

浸
水
4
5
7
戸
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
受
け
た 。

第一節

こ
の
た
め 、

昭
和
m

年
9
月
洪
水
・

同
仰
年
9
月
洪
水
・

同
日
年
9
月
洪
水
等
の
過
去

の
洪
水
に
平
成
同
年
叩
月
洪
水
を
加
え
て
基
本
高
水
の
ピ
l
ク
流
量
が
検
討
さ
れ
た
が 、

官u �
＇ 口

内｜｜

法
滞

IS， 。α·1,i!s
(24'. 。ぽb3/a]

． ：縛島おお縁地点
• ,a担陣地点

よ殿練司書毒 脅す量匝調E水流.
下絵cJ•l! a本高水

r ，察官き ；分合担軽量量

池
田
． 

13. 2儲lm'!s
(20. 。似h行事I

時耐

え＼相

暗

富野川

工事実施基本計画における流量配分図（昭和57年）図30
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基
準
地
点
岩
津
に
お
い
て
毎
秒
2
万
4
0
0
0 3
m 、

こ
の
う
ち
既
設
ダ
ム
及
び
流
域
内
の
洪
水
調
節
施
設
に
よ
り
毎
秒
6
0
0
0
ぱ
を
調

796 

節
し
て 、

河
道
へ
の
配
分
流
量
を
毎
秒
1

万
8
0
0
0 3
m
と
す
る
工
事
実
施
基
本
計
画
と
同
値
に
設
定
さ
れ
た

。

こ
れ
に
よ
り 、

現
在
は
こ
の
河
川
整
備
基
本
方
針
を
も
と
に
吉
野
川
水
系
の
河
川
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る 。

2 

徳
島
市
内
の
主
な
河
川
改
修

園
瀬
川
は 、

徳
島
県
名
東
郡
佐
那
河
内
村
の
旭
ヶ
丸
（
標
高
1
0
1
9
m）

に

つ

め

た

源
を
発
し 、

嵯
峨
川
・

多
々
羅
川
・

冷
田
川
等
を
集
め
な
が
ら
徳
島
市
津
田

地
区
に
お
い
て
新
町
川
に
合
流
す
る 。

園
瀬
川

圏
瀬
川
は 、

徳
島
県
管
理
河
川
4
番
目
の
「
中
小
河
川
改
修
事
業」

と
し
て
昭
和
幻

（
1
9
4
6）

年
に
事
業
化
さ
れ 、

新
町
川
流
域
に
お
い
て
最
初
の
治
水
事
業
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た

。

当
初
の
計
画
で
は 、

計
画
高
水
流
量
は
毎
秒
6
1
0 3
m
で 、

片
岸
築
堤

の
遊
水
方
式
で 、

全
体
計
画
に
お
け
る
施
行
延
長
は
右
岸
6
0
0
8
m

、

左
岸

3
6
1
1
m
で
あ
っ
た

。

昭
和
幻
年
度
に
は
「
園
瀬
川
改
良
工
事
全
体
計
画
変
更
設
計

書」

が
作
成
さ
れ 、

計
算
手
法
の
見
直
し
に
よ
り 、

計
画
高
水
流
量
を
毎
秒
8
5
0 3
m

に
改
訂
す
る
と
と
も
に 、

原
則
と
し
て
両
岸
堤
と
す
る
計
画
に
変
更
し
た 。

こ
の
変
更

設
計
に
お
い
て 、

施
行
延
長
も
右
岸
6
0
4
7
m

、

左
岸
4
3
7
7・
5
m
に
変
更
さ

れ
た

。

ま
た
こ
の
時
に
は 、

昭
和
初
年
ロ
月
幻
日
の
南
海
地
震
の
地
盤
沈
下
の
影
響
も

考
慮
さ
れ
た

。

昭
和
幻
年
か
ら
始
ま
っ
た
河
川
改
修
で
あ
る
が 、

園
瀬
川
は 、

八
万
町
や
市
街
化
が
進
行
す
る
新
浜
・

沖
浜
な
ど
を
流
域
に
控
え
て
お

り 、

計
画
規
模
は
年
超
過
確
率
1

／
1
0
0
で
事
業
が
継
続
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た

。

し
か
し
平
成
に
入
っ
て
も 、

平
成
2
（
1
9
9
0）

年
9
月
の
台
風
印
号 、

同
9
年
9
月
の
台
風
四
号 、

同
時
年
叩
月
の
台
風
お
号
に
よ
っ
て 、

中
流
部
を
中
心
に 、

相
次
い
で
浸
水
被
害
が

発
生
し
た
た
め 、
「
徳
島
南
環
状
道
路
と
の
連
携」
「
近
年
に
も
浸
水
被
害
を
受
け
て
い
る
」

等
の
理
由
に
よ
り 、

平
成
日
1

印
年
に
か
け

て 、

緊
急
に
整
備
を
行
う
必
要
の
あ
る
「
緊
急
対
策
特
定
区
間」

に
指
定
さ
れ 、

重
点
的

な
予
算
投
資
に
よ
り
改
修
が
行
わ
れ
た

。

現
在
も
事
業
は
継
続
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る 。

徳島市の防災

用
し
て
い
る 。

修
工
事
に
は 、

高
潮
対
策
と
し
て 、

パ
ラ
ペ
ッ
ト

（
胸
壁）

を
用
い
た
特
殊
堤
方
式
を
採

新
町
川

新
町
川
は 、

新
町
樋
門
で
吉
野
川
か
ら
分
派
し 、

徳
島
県
の
県
都
で
あ
る
徳
島

市
の
中
心
市
街
地
を
田
宮
川
・

助
任
川
・

大
岡
川
・

沖
洲
川
・

園
瀬
川
等
を
集

め
な
が
ら
紀
伊
水
道
に
注
い
で
い
る 。

通
常
は 、

吉
野
川
と
の
分
派
点
に
設
け
ら
れ
て
い

新
町
川
は 、

昭
和
初
年
9
月
の
第
2
室
戸
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
契
機
に 、

同
年
に

「
災
害
助
成
事
業」

に
よ
り
護
岸
工
事
に
着
手
し 、

昭
和
引
年
に
工
事
が
完
了
し
た

。

改

る
水
門
か
ら
の
流
入
の
み
で
あ
る 。

田
宮
川
で
は 、
昭
和
お
年
9
月
の
ジ
ェ
1
ン
台
風
を
契
機
と
し
て 、
昭
和
お
年
か
ら
「
中

小
河
川
改
修
事
業」

に
着
手
し 、

平
成
3
年
に
そ
の
河
川
改
修
事
業
が
完
了
し
た

。

当
初

は
小
規
模
な
工
事
か
ら
着
手
し
て
い
た
が 、

昭
和
初
年
の
第
2
室
戸
台
風
以
降
に
抜
本
的

第一節

な
改
修
が
行
わ
れ
た

。

感
潮
部
は
高
潮
対
策
を
考
慮
し 、

改
修
全
区
間
の
掘
削
に
よ
る
拡

797 

幅
と
新
町
川
同
様
に
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
用
い
た
特
殊
堤
方
式
を
採
用
し
て
い
る
D
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大
岡
川
で
は 、

昭
和
羽
年
に
「
小
規
模
河
川
改
修
事
業」

と
し
て
事
業
が
開
始
さ
れ 、

必
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
が 、

紙切
年
8
1
9

月
の
台
風
お
・

お
－

m

号
及
び
秋
雨
前
線
に
よ
っ
て
浸
水
被
害
を
受
け
た
た
め 、

必
年
か
ら
は
「
河
川
局
部
改
良
事
業」

と
し
て
事
業
化

798 

さ
れ 、

仰
年
に
完
了
し
た 。

ま
た
新
町
川
は 、

昔
は
数
多
く
の
派
川
と
と
も
に
舟
還
の
便
に
供
し 、

川
面
に
映
る
白
壁
の
藍
倉
は 、

緑
の
柳
と
と
も
に 、

阿
波
の
情

緒
を
醸
し
出
し
て
い
た 。

し
か
し 、

戦
災
と
そ
の
後
の
経
済
成
長
に
よ
り 、

そ
の
面
影
は
な
く 、

著
し
く
汚
濁
さ
れ
た
こ
と
か
ら 、

世
論

に
応
え 、

必
年
度
か
ら
「
新
町
川
河
川
浄
化
事
業」

と
し
て 、

新
町
川
・

助
任
川
・

住
吉
川
・

大
岡
川
や
田
宮
川
で
堆
積
汚
泥
の
波
諜
が

行
わ
れ
た 。

さ
ら
に
直
轄
事
業
に
よ
り 、

回
j

M
年
に
か
け
て 、

吉
野
川
の
分
派
点
に
毎
秒
4
ぱ
の
ポ
ン
プ
場
を
建
設
し 、

吉
野
川
か
ら

の
浄
化
用
水
を
導
水
し
て
い
る 。

ま
た
「
新
町
川
河
道
整
備
事
業」

が
昭
和
白
年
度
に
事
業
化
さ
れ 、

同
年
か
ら
のw
年
に
か
け
て
新
町
川
で
3
3
3
m
の
親
水
護
岸
工
が

完
了
し 、

引
き
続
い
て
臼
年
度
か
ら
平
成
4
年
に
か
け
て
助
任
川
で
5
7
6
m
の
護
岸
工
の
工
事
が
完
了
し
た 。

さ
ら
に 、

新
町
川
の

ひ
ょ
う
た
ん
島
構
想
を
も
と
に
「
リ
バ
l
フ
ロ
ン
ト

整
備
事
業」

が
事
業
化
さ
れ 、

憩
い
と
や
す
ら
ぎ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て 、

平
成
3
1

M
年
度
ま
で
に
は山
億
7
5
7
0
万
円
を
か
け
て
改
良
工
事
が
行
わ
れ
た 。

飯
尾
川
は 、

昔
か
ら
内
水
河
川
の
代
表
的
な
も
の
と
さ
れ 、

徳
島
県
最
初
と
な
る
河
川
改
修
工
事
を
昭
和
7
1

日

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
が 、
利
害
の
相
反
す
る
上
下
流
の
紛
争
に
よ
り
吉
野
川
と
の
合
流
是
正
と 、
そ
の
上
流
7
・

O
M
（
河
口
1

加
減
堰）

間
の
暫
定
改
修
に
と
ど
ま
り 、

上
流
区
間
は
加
減
堰
で
流
量
が
制
約
さ
れ 、

依
然
と
し
て
内
水
被
害
は
解
消
さ
れ

て
い
な
か
っ
た 。

下
流
部
が
改
修
さ
れ
て
も
中
上
流
部
は
大
雨
ご
と
に
水
が
溢
れ 、

昭
和
mm
年
9
月
の
台
風
ロ
号
に
お
い
て
は 、

3
5
0

M
が
浸
水
し 、

百
数
十
戸
の
家
屋
が
お
時
間
に
及
ぶ
浸
水
被
害
を
受
け
た 。

そ
の
後
も
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
陳
情
が
よ
う
や
く
み
の
り 、

犯
年
度
か
ら
中
小
河
川
改
修
事
業
と
し
て 、

本
格
的
に
河
川
整
備
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り 、

初
年
に
は
「
飯
尾
川
改
良
工
事
全
体
計
画」

の
認
可
を
得
た 。

飯
尾
川
第
二
期
改
修

（
昭
和
M
年
5
）

こ
の
事
業
に
よ
り 、

引
年
に
石
井
町
関
地
区
に
約
1・
5
M
の
飯
尾
川
放
水
路
を
開
削
し 、

必
年
に
は
放
水
路
下
流
端
に
ポ
ン
プ
規
模
毎
秒
m
d
の
飯
尾
川
排
水
機
場
が
完
成
し
た 。

部

年
に
は 、

こ
の
排
水
機
場
に
隣
接
し
て
毎
秒
ω
ぱ
の
新
飯
尾
川
排
水
機
場
が
完
成
し 、

関
地

区
の
放
水
路
流
末
で
毎
秒
初
ぱ
の
排
水
能
力
が
備
わ
っ
た

。

ま
た 、

必
年
か
ら
は
建
設
省
（
現
国
土
交
通
省）

と
共
同
調
査
を
開
始
し 、

基
準
地
点
「
浜

高
房」

に
お
け
る
基
本
高
水
流
量
を
毎
秒
5
3
0
ぱ 、

計
画
高
水
流
量
を
毎
秒
1
4
0 3
m
と

す
る
現
在
の
計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
じ 、

内
水
排
除
計
画
を
作
成
し 、

mu
年
に
「
飯
尾
川

改
良
工
事
全
体
変
更
計
画」

と
し
て
認
可
を
得
た 。

こ
の
変
更
計
画
で
は 、

国
直
轄
に
よ
る

飢
ノ
瀬
放
水
路
と
角
ノ
瀬
排
水
機
場
の
建
設
が
盛
り
込
ま
れ
た 。

こ
れ
に
よ
り 、

流
域
全
体

の
治
水
安
全
度
を
段
階
的
に
高
め
る
た
め
に 、

通
常
下
流
か
ら
行
う
河
川
整
備
を 、

角
ノ
瀬

放
水
路
分
派
点
上
流
・

加
減
堰
上
流
・

飯
尾
川
放
水
路
分
派
点
上
流
の
3
箇
所
で 、

そ
れ
ぞ

れ
並
行
し
て
下
流
の
安
全
度
に
応
じ
た
河
川
整
備
を
行
う
計
画
が
作
成
さ
れ
た 。

し
か
し 、

こ
の
間
に
も
昭
和
印
年
8
月
の
台
風
6
号
に
お
い
て
浸
水
面
積
2
2
6
7
M
－

徳島市の防災

浸
水
家
屋
1
8
7
2
戸 、

昭
和
日
年
8
月
の
台
風
口
号
で
は 、

浸
水
面
積
3
5
4
4
M
－

浸

水
家
屋
1
7
0
9
戸
の
被
害
を
受
け 、

そ
の
被
害
は 、

徳
島
県
が
管
理
す
る
河
川
の
中
で
も

突
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た 。

第一節

河
川
改
修
と
並
行
し
て 、

平
成
6
年
に 、

石
井
町
関
地
区
の
新
飯
尾
川
排
水
機
場
の
排
水

能
力
を
高
め
る
た
め 、

建
設
省
に
よ
り
毎
秒
叩
ぱ
の
ポ
ン
プ
増
設
工
事
が
行
わ
れ 、

こ
の
飯

尾
川
放
水
路
下
流
端
で
毎
秒
伺
ぱ
の
ポ
ン
プ
排
水
能
力
が
備
わ
っ
た 。

し
か
し 、

平
成
時
年
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叩
月
の
台
風
お
号
で
は、

浸
水
面
積
3
6
3
0
M
・

浸
水
家
屋
1
3
0
5
戸
と
昭
和
問
年
・
日
年
に
匹
敵
す
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
た口

800 

平
成
幻
年
に
毎
秒
却
ぱ
の
角
ノ
瀬
排
水
機
場、

お
年
に
は
飯
尾
川
第
2
樋
門
が
完
成
し、

毎
秒
卯
ば
で
あ
っ
た
流
下
能
力
が
毎
秒

1
4
03m
に
向
上
し
た。

ま
た
同
年、

加
減
堰
下
流
の
河
道
拡
幅
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り、
M
年
に
は
加
減
堰
の
右
岸
側
が
撤
去
さ
れ、

現
在
も
上
流
に
改
修
工
事
が
延
伸
し
て
い
る。
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